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今週号の主な内容

▼令和７年４月の歯科診療所数

▼歯科医師数の適切な配置などを検討する
　厚労省ＷＧが始動

▼参議院選挙で組織代表の比嘉奈津美氏が出陣式
　

１
人
平
均
現
在
歯
数
を
年
齢

階
級
別
（
５
歳
刻
み
）
に
み
る

と
で
は
、
15
歳
か
ら
44
歳
ま
で

は
28
本
以
上
を
維
持
し
て
お

り
、
45
歳
か
ら
59
歳
ま
で
27
本

台
、
「
60
～
64
歳
」
25
・
７
本
、

「
65
～
69
歳
」
23
・
４
本
、「
70

～
74
歳
」
21
・
３
本
、「
75
～

79
歳
」
19
・
５
本
、「
80
～
84
歳
」

19
・
１
本
、「
85
歳
以
上
」
14
・

５
本
。
８
０
２
０
達
成
者
に
つ

い
て
は
、
75
歳
以
上
85
歳
未
満

の
20
本
以
上
の
歯
を
有
す
る
者

の
割
合
か
ら
61
・
５
％
と
推
計

し
て
い
る
。◇

◆
◇

　

４
㍉
以
上
の
歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
を
有
す
る
15
歳
以
上
の
者

は
、
全
体
で
47
・
８
％
。
年
齢

階
級
別
に
み
る
と
、
44
歳
ま
で

は
20
％
台
だ
が
、「
45
～
49
歳
」

41
・
４
％
、「
50
～
54
歳
」
44
・

４
％
、「
55
～
59
歳
」
54
・
０
％
、

「
60
～
64
歳
」
59
・
１
％
、「
65

～
69
歳
」
54
・
０
％
、「
70
～

74
歳
」
58
・
０
％
、「
75
～
79
歳
」

54
・
９
％
、「
80
～
84
歳
」
61
・

６
％
、「
85
歳
以
上
」
51
・
５
％

３
％
、「
口
臭
が
あ
る
」
５
・

５
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

◇
◆
◇

　

同
調
査
は
令
和
６
年
10
～

11
月
、
２
年
国
勢
調
査
の
一

般
調
査
区
か
ら
抽
出
し
た

４
７
５
地
区
内
の
満
１
歳
以
上

の
世
帯
員
が
対
象
。
被
調
査

者
数
は
１
万
４
６
９
５
人
（
男

６
７
３
８
人
、女
７
９
５
７
人
）

で
、
う
ち
、
口
腔
診
査
受
診
者

は
８
５
６
０
人
（
男
３
８
４
９

人
、
女
４
７
１
１
人
）、
質
問

紙
回
答
の
み
は
３
９
２
人
（
男

１
９
１
人
、
女
２
０
１
人
）
と

な
っ
て
い
る
。

　

同
調
査
は
、
日
本
の
歯
科
保

健
の
状
況
を
把
握
し
、
歯
科
保

健
医
療
対
策
を
推
進
す
る
た
め

の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

あ
る
大
学
院
で
国
際
医
療
保
健
論
の
授
業
を
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
先
日
の
講

義
日
は
、
参
議
院
選
挙
の
公
示
後
と
い
う
な
ん
と

も
言
え
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
各
国
の
医
療

制
度
の
成
り
立
ち
を
踏
ま
え
て
、
現
在
の
日
本
の

課
題
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
ど
う
し
て
も
避
け

て
通
れ
な
い
の
が
政
治
と
の
か
か
わ
り
。

　

と
は
い
え
、
選
挙
期
間
中
、
講
義
で
特
定
の
政

党
を
推
し
た
り
、
批
判
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、「
な
ん
た
ら
〇
〇
」
と
か
「
△
△
ど
こ
そ
こ
」

な
ど
、政
党
名
を
ぼ
や
か
し
て
話
す
こ
と
に
な
る
。

ど
う
し
て
も
、
何
と
な
く
そ
れ
ら
の
政
党
を
揶
揄

し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
な
く
も
な
い
が
…
…
。

　

以
前
は
、
医
療
制
度
は
医
療
技
術
と
同
様
に
普

遍
的
な
「
正
解
答
案
」
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

各
国
の
経
緯
を
知
る
ほ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
や

経
済
に
根
差
し
た
多
様
な
も
の
だ
と
わ
か
っ
て
き

た
。
つ
ま
り
、
政
治
の
役
割
も
存
外
に
大
き
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

過
去
、
最
も
国
民
医
療
費
の
削
減
に
踏
み
込
ん

だ
小
泉
純
一
郎
内
閣
時
代
、
医
療
界
の
苦
境
に
つ

い
て
取
材
し
た
１
人
だ
が
、
当
時
で
す
ら
、
保
険

給
付
の
明
確
な
削
減
ま
で
は
踏
み
込
ん
で
い
な

か
っ
た
と
記
憶
す
る
。

　

一
方
現
在
は
、
社
会
保
障
費
の
削
減
以
前
に
、

医
療
人
材
の
不
足
・
偏
在
で
医
療
提
供
体
制
そ
の

も
の
の
縮
小
が
地
方
で
進
行
し
て
い
る
。
厳
し
い

現
実
に
、
ど
の
よ
う
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
政
治

が
可
能
か
、
問
わ
れ
る
選
挙
だ
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い
。

医療制度と政治は切り離せない

と
な
っ
て
い
る
。

◇
◆
◇

　

フ
ッ
化
物
応
用
の
経
験
が

あ
る
者
の
割
合
は
全
体
の
70
・

２
％
。
14
歳
以
下
で
は
、
フ
ッ

化
物
塗
布
ま
た
は
フ
ッ
化
物
洗

口
の
い
ず
れ
か
の
経
験
が
あ
る

者
は
72
・
５
％
で
、
６
歳
が

86
・
３
％
で
最
多
だ
っ
た
。

　

歯
や
口
の
状
態
に
「
気
に
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
回
答
し

た
の
は
42
・
２
％
。「
も
の
が

よ
く
挟
ま
る
」
17
・
７
％
、「
冷

た
い
も
の
や
熱
い
も
の
が
し

み
る
」
７
・
８
％
、「
噛
め
な
い

も
の
が
あ
る
」
６
・
６
％
、「
歯

を
み
が
く
と
血
が
出
る
」
６
・

8020達成率61.5％に

４月13日に開幕した大阪・関西万博。６月29日は、累計来場者数が１千万
人を超えた。歯科関連のイベントが多数行われた６月第３、４週の様子を取
材した（8面に特集）

ポ
ケ
ッ
ト
４
㍉
超
の
人
は
47
・
８
％

▼短期連載「2つの道を歩む」⑤
歯科医師×獣医師

樋口翔太氏（D.V.D.S.代表）にインタ

ビュー。

　

令
和
６
年
歯
科
疾
患
実
態
調
査
（
概
要
版
）
に
よ
る
と
、
８
０
２
０
達
成
率
は
61
・
５
％
と
、

前
回
の
４
年
調
査
の
51
・
６
％
か
ら
９
・
９
㌽
ほ
ど
増
え
た
。
厚
労
省
が
６
月
26
日
に
公
表

し
た
も
の
で
、「
過
去
１
年
間
に
歯
科
検
診
（
健
診
）
を
受
診
し
た
人
の
割
合
」
63
・
８
％
、「
４

㍉
以
上
の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
を
持
つ
人
の
割
合
」
47
・
８
％
な
ど
の
結
果
が
出
て
い
る
。
（
４
、

５
面
に
関
連
）

令
和
６
年 

歯
科
疾
患
実
態
調
査

▼日歯連盟が新執行部初の記者会見で役員紹介

▼令和７年３月の歯科医療費

▼保険適用７月１日付

▼新社長インタビュー「株式会社
ジーシー」篠﨑裕氏 万博に行ってきた

▼日歯 第205回定時代議員会の個人質疑応答②

！
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厚
労
省
の
第
１
回
歯
科
医

師
の
適
切
な
配
置
等
に
関
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ

Ｇ
）
が
１
日
、
航
空
会
館
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
都
港

区
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
開
か

れ
た
＝
写
真
。
歯
科
医
師
の
必

要
数
や
適
切
な
配
置
、
歯
科
医

療
提
供
に
関
す
る
検
討
を
行
う

も
の
で
、
座
長
に
は
東
北
大
学

大
学
院
歯
学
研
究
科
長
の
小
坂

健
氏
が
就
任
し
た
。

　

厚
労
省
医
政
局
歯
科
保
健
課

課
長
の
小
嶺
祐
子
氏
は
あ
い
さ

つ
で
、
「
少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
構
成
の
変
化
、
歯
科
疾
患

の
罹
患
状
況
の
変
化
、
医
療
や

介
護
に
お
け
る
歯
科
医
療
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
歯

科
保
健
医
療
を
取
り
巻
く
状
況

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ

の
な
か
で
、
歯
科
医
療
提
供
体

制
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
検
討

す
る
た
め
に
Ｗ
Ｇ
を
設
置
し

た
」
と
目
的
を
説
明
。
「
地
域

の
状
況
に
応
じ
た
歯
科
医
療
提

供
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
歯
科
医
療
提
供
体
制
等
に
関

す
る
検
討
会
で
総
合
的
に
議
論

し
て
き
た
が
、
検
討
会
の
も
と

で
歯
科
医
師
の
必
要
数
や
適
切

な
配
置
に
関
す
る
具
体
的
な
分

析
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
と
な

る
」
と
協
力
を
求
め
た
。

　

Ｗ
Ｇ
で
は
、
今
年
度
中
に
現

状
把
握
と
歯
科
医
師
の
必
要
数

の
考
え
方
に
つ
い
て
検
討
し
、

親
会
議
で
あ
る
歯
科
医
療
提
供

体
制
等
に
関
す
る
検
討
会
に
報

告
す
る
予
定
。

　

第
１
回
で
は
、
基
本
的
な
考

　

参
議
院
選
挙
公
示
日
の
３

日
、
比
嘉
奈
津
美
候
補
の
出

陣
式
が
歯
科
医
師
会
館
（
東
京

都
千
代
田
区
）
で
開
か
れ
、
歯

科
関
係
団
体
役
員
や
歯
科
医
療

従
事
者
を
は
じ
め
、
加
藤
勝
信

財
務
大
臣
や
都
議
会
議
員
な
ど

多
く
の
人
が
応
援
に
駆
け
つ
け

た
。
比
例
代
表
の
自
民
党
公
認

候
補
者
は
31
人
で
、
投
開
票
は

20
日
。

　

比
嘉
候
補
は
演
説
で
、
１
年

７
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
組
織
代
表

候
補
者
と
し
て
全
国
を
回
っ
て

き
た
と
振
り
返
り
、
１
軒
１
軒

訪
問
す
る
個
別
訪
問
や
、
歯
科

医
師
だ
け
で
な
く
歯
科
衛
生
士

会
、
歯
科
技
工
士
会
の
関
係
者
、

学
生
、
企
業
関
係
者
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
意
見
交
換
を
し
て

き
た
と
強
調
。（
投
開
票
の
）

20
日
ま
で
の
17
日
間
、
27
都
道

府
県
を
回
り
、
三
十
数
回
の
会

合
を
開
く
予
定
を
明
か
し
た
。

　

ま
た
、
歯
科
界
が
ま
だ
ま
だ

良
く
な
る
可
能
性
に
言
及
。
総

医
療
費
47
兆
３
千
億
円
の
う

ち
、
歯
科
は
７
％
に
当
た
る

　

日
本
歯
科
医
師
連
盟
は
２

日
、
歯
科
医
師
会
館
（
東
京
都

千
代
田
区
）
で
新
執
行
部
初
の

理
事
会
後
に
記
者
会
見
を
開
催

し
＝
写
真
、
太
田
謙
司
会
長
ら

新
役
員
24
人
や
令
和
７
年
度
の

事
業
計
画
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

太
田
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
連
盟
会
員
か
ら
託
さ
れ
た
多

く
の
課
題
に
対
応
し
、
新
執
行

部
で
『
国
民
の
健
康
を
守
る
』

た
め
に
会
務
を
全
う
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
課
題
と
し
て
会
員
数

の
減
少
に
も
言
及
。
特
に
廃
業

に
伴
う
退
会
者
が
多
い
「
団
塊

の
世
代
」
の
動
向
や
、
社
団
の

み
入
会
し
て
い
る
例
が
目
立
つ

こ
と
を
あ
げ
、「
過
去
に
退
会

し
た
会
員
に
も
連
盟
の
意
義
を

あ
ら
た
め
て
伝
え
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　

令
和
６
年
度
は
東
京
都
10
地

区
、
群
馬
県
７
地
区
、
北
海
道

１
地
区
の
計
18
地
区
で
役
員
が

直
接
訪
問
し
、
面
談
を
実
施
。

64
人
の
入
会
者
を
獲
得
し
た
と

い
う
。
今
後
も
対
象
地
域
を

絞
っ
て
継
続
す
る
予
定
だ
。

　

さ
ら
に
、
基
本
方
針
と
し
て

歯
科
医
療
の
重
要
性
を
社
会
に

訴
え
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
維

持
と
会
員
の
環
境
改
善
を
目
指

す
。
令
和
７
年
度
は
選
挙
対
応

や
入
会
促
進
、
医
科
歯
科
格
差

是
正
に
も
注
力
し
、
政
治
意
識

の
向
上
と
人
材
育
成
を
図
り
な

が
ら
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

重
視
し
た
健
全
な
組
織
運
営
の

も
と
、
政
策
・
組
織
の
両
面
で

の
立
て
直
し
を
し
て
い
く
。

　

厚
労
省
の
施
設
動
態
調
査
に

よ
る
令
和
７
年
４
月
末
現
在

の
歯
科
診
療
所
数
は
全
国
で

６
万
５
８
２
４
施
設
で
、
前
月

よ
り
１
０
９
減
少
し
た
。

　

都
道
府
県
別
で
は
、
東
京
の

14
、
神
奈
川
、
大
阪
の
８
、
埼

玉
、
新
潟
の
７
、千
葉
、
山
梨
、

広
島
の
６
な
ど
31
都
道
府
県
で

１
１
３
減
少
し
た
。
増
加
は
群

馬
、
三
重
、
滋
賀
、
岡
山
各
１

件
の
４
軒
だ
っ
た
。

　

開
設
者
別
歯
科
診
療
所
数

の
個
人
は
前
月
よ
り
１
７
０

減
少
し
て
４
万
７
９
０
６
施

設
、
医
療
法
人
は
59
増
加
の

１
万
７
２
４
０
施
設
だ
っ
た
。

　

開
設
者
別
歯
科
診
療
所
数

の
個
人
は
減
少
傾
向
が
続
き
、

２
０
２
１
年
３
月
以
降
、
49
カ

月
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。

　

前
年
同
月
比
の
全
国
の
歯

科
診
療
所
数
の
動
向
で
は
、

９
４
４
施
設
減
少
し
た
。
開
設

者
別
歯
科
診
療
所
数
の
個
人
は

１
３
１
６
減
少
、
医
療
法
人
は

３
４
５
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

歯
科
医
師
の
適
切
な
配
置
な　
　

ど

検
討

Ｗ
Ｇ
始
動
、座
長
は
東
北
大
の
小
坂
氏

厚労省

え
方
に
つ
い
て
議
論
。
各
地
域

の
状
況
を
踏
ま
え
た
検
討
を
行

う
た
め
に
、
実
態
把
握
と
し
て

二
次
医
療
圏
の
調
査
を
行
い
、

さ
ら
に
細
か
い
市
区
町
村
に
つ

い
て
は
モ
デ
ル
地
区
を
抽
出
し

て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
方
向
性

が
良
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

参議院選挙スタート

比嘉奈津美候補が出陣
比
嘉
候
補

太
田
会
長

加
藤
大
臣

　

歯
科
訪
問
診
療
料
は
、
実
際
に
在

宅
等
で
療
養
を
行
っ
て
い
る
患
者
に

対
し
、
訪
問
し
診
療
を
行
っ
た
場
合

に
算
定
で
き
る
。
つ
ま
り
、
訪
問
先

で
診
療
が
で
き
な
け
れ
ば
、
当
然
な

が
ら
報
酬
は
一
切
請
求
で
き
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
た

時
間
に
訪
問
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
患
者
が
急
な
体
調
不
良
で
病
院

に
行
っ
て
し
ま
い
不
在
だ
っ
た
と
い

う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
医

院
側
は
時
間
と
労
力
を
か
け
て
現
地

に
赴
い
た
も
の
の
、
診
療
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
保
険
請
求
は
で
き
ず
、

実
質
的
に
損
失
を
被
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
に
は
、
訪

問
当
日
の
出
発
前
に
訪
問
先
へ
電
話

を
か
け
、
そ
の
日
の
体
調
や
予
定
に

変
わ
り
が
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と

が
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
急
に
診
療

が
難
し
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
訪
問
診
療
チ
ー
ム
の
携
帯
電
話
へ

連
絡
し
て
も
ら
う
よ
う
、
連
絡
先
を

大
き
く
書
い
た
紙
を
渡
し
て
お
願
い

し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

で
は
、
患
者
に
は
会
え
た
が
、
強

く
拒
否
さ
れ
て
診
察
や
処
置
が
一
切

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
た
と
え
ば
、
意
思
疎
通
困
難
な

患
者
の
代
弁
者
で
あ
る
家
族
と
は

し
っ
か
り
と
医
療
面
接
が
で
き
た
も

の
の
、
患
者
は
頑
な
に
口
を
閉
ざ
し

た
ま
ま
。
い
ろ
い
ろ
試
み
て
も
一
向

に
開
け
て
く
れ
ず
、
結
局
治
療
を
行

え
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
あ
る
。

　

こ
こ
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
の

が
、
「
診
療
」
は
、
診
察
・
診
断
・

治
療
と
い
う
一
連
の
流
れ
全
体
を
指

す
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
「
診

察
」
は
、
問
診
・
視
診
・
触
診
・
聴

診
な
ど
、
医
学
的
な
情
報
を
得
る
た

め
の
行
為
を
指
す
。
た
と
え
患
者
本

人
と
の
意
思
疎
通
が
難
し
か
っ
た
と

し
て
も
、
家
族
か
ら
の
聞
き
取
り
で

状
況
を
把
握
し
て
い
れ
ば
、
一
定
の

診
察
行
為
は
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

念
の
た
め
厚
生
局
へ
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
患
者
の
強
い
拒
否
に
よ
り
口

腔
内
を
診
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
家
族
と
の
医
療
面
接
を

行
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
歯
科
訪
問
診

療
料
お
よ
び
歯
科
診
療
特
別
対
応
加

算
の
算
定
は
可
能
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
患
者
の
強
い
拒
否
が

あ
り
開
口
し
な
か
っ
た
等
の
状
態
に

つ
い
て
は
、
カ
ル
テ
と
レ
セ
プ
ト
に

き
ち
ん
と
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。
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治
療
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
対
応

　

約
１
年
に
わ
た
る
連
載
の
最
終

回
と
な
る
今
回
、
私
が
皆
様
に
お

伝
え
し
た
い
の
は
、
Ｍ
＆
Ａ
は
目

的
で
は
な
く
手
段
で
あ
る
と
と
も

に
、
売
却
後
の
中
長
期
的
な
観
点

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

売
却
時
の
金
額
は
関
心
を
集
め

が
ち
で
す
が
、
近
年
の
歯
科
医
院

Ｍ
＆
Ａ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

売
手
歯
科
医
師
の
引
き
継
ぎ
勤
務

が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ

の
期
間
の
勤
務
時
間
や
業
務
範

囲
、
報
酬
形
態
な
ど
も
重
要
な
要

素
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ

フ
や
患
者
さ
ん
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
す
る
た
め
に
は
、
Ｍ
＆
Ａ
後

の
医
院
運
営
の
方
針
も
軽
視
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
売
却
後
す
ぐ

に
は
わ
か
ら
な
い
た
め
、
Ｍ
＆
Ａ

の
成
否
は
、
数
年
の
時
を
経
て
、

初
め
て
わ
か
る
こ
と
も
多
い
の
で

す
。

　

私
は
こ
れ
は
補
綴
治
療
に
似
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
セ
ッ
ト
時
に
患
者
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
え
た
き
れ
い
な
補
綴
物

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
数

カ
月
で
チ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
り
、
何

度
も
脱
離
を
繰
り
返
す
よ
う
だ

と
、
患
者
さ
ん
の
感
想
も
不
満
に

転
じ
る
は
ず
。
補
綴
治
療
の
成
否

に
は
、
機
能
性
や
審
美
性
、
生
体

親
和
性
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

で
あ
る
の
と
同
様
に
、
Ｍ
＆
Ａ
も

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の
バ
ラ
ン
ス
に

配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
ド
ク

タ
ー
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
中
長

期
の
症
例
（
事
例
）
を
豊
富
に
持

ち
、
予
後
を
見
据
え
た
提
案
が
で

き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
補
綴
と
い
え
ば
、
現
在

で
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
選
択
肢
と

な
っ
た
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
は
、
か

つ
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
が
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
で
大
々
的
に
報
じ
ら

れ
、
過
度
に
恐
れ
ら
れ
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
歯

科
医
院
の
Ｍ
＆
Ａ
に
お
い
て
も
、

品
質
に
疑
問
符
の
つ
く
仲
介
業
者

や
買
手
が
増
加
し
た
結
果
、
売
手

歯
科
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
が
満
足
し

て
い
な
い
事
例
も
散
見
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、歯
科
医
院
の
Ｍ
＆
Ａ
は
、

業
界
活
性
化
の
大
き
な
一
手
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
黎
明
期

の
今
、
過
度
に
Ｍ
＆
Ａ
を
恐
れ
る

こ
と
な
く
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
正
し
く
認
識
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
わ
れ

わ
れ
歯
科
医
師
が
Ｍ
＆
Ａ
を
活
用

し
て
、
医
院
継
承
や
規
模
感
の
獲

得
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
歯
科
業

界
全
体
の
発
展
と
患
者
さ
ん
の
利

益
に
も
資
す
る
と
私
は
確
信
し
て

い
ま
す
。

水谷 友春
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Ｍ＆Ａは補綴に似ている

第12回

３
兆
３
千
億
円
に
留
ま
っ
て
い

る
と
し
、「
公
約
に
５
兆
円
を

目
指
す
と
書
い
た
方
が
良
い
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
今
回
は

書
い
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
目

標
に
動
い
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
」
と
歯
科
界
活

性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
意
欲
を
示
し
た
。

　

そ
し
て
、「
20
日
ま
で
私
の

名
前
を
広
げ
て
い
た
だ
き
、
歯

科
界
の
明
る
い
前
途
の
た
め
に

頑
張
っ
て
参
り
た
い
」
と
支
援

を
求
め
た
。

　

冒
頭
で
あ
い
さ
つ
し
た
山
田

宏
参
議
院
議
員
は
、「
比
嘉
候

補
が
回
れ
な
い
地
域
を
分
身
と

な
っ
て
全
力
で
走
り
抜
け
る
覚

悟
」
と
強
調
。
日
本
歯
科
医
師

連
盟
会
長
で
選
挙
対
策
本
部
の

太
田
謙
司
本
部
長
は
、
こ
れ
ま

で
の
政
治
活
動
へ
の
協
力
に
感

謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
公
示

日
か
ら
の
選
挙
運
動
に
も
歯
科

界
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

重
要
性
を
訴
え
た
。

　

来
賓
と
し
て
加
藤
大
臣
、
日

歯
の
高
橋
英
登
会
長
ら
が
あ
い

さ
つ
。
加
藤
大
臣
は
「
財
務
省

　

世
界
歯
科
連
盟
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）

は
５
月
19
～
27
日
に
か
け
て
、

ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催

さ
れ
た
第
78
回
世
界
保
健
総

会
（
Ｗ
Ｈ
Ａ
）
に
参
加
。
非
感

染
性
疾
患
（
Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
）
と
口

腔
疾
患
の
関
連
、
公
的
医
療
給

付
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）
に
お
け
る
歯
科

治
療
の
位
置
づ
け
、
薬
剤
耐
性

（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
対
策
で
の
歯
科
の

役
割
な
ど
を
提
言
し
た
。

　

Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
に
関
し
て
Ｆ
Ｄ
Ｉ

は
、
今
年
、
国
連
が
開
催
し
た

「
第
４
回
Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
の
予
防
・

制
御
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
促
進
ハ
イ
レ
ベ

ル
会
合
」（
Ｈ
Ｌ
Ｍ
４
）
に
お
い

て
、
世
界
的
な
口
腔
疾
患
の
疾

病
負
担
を
踏
ま
え
て
、
他
の
Ｎ

Ｃ
Ｄ
ｓ
と
合
わ
せ
て
口
腔
疾
患

へ
の
対
処
が
急
務
で
あ
る
と
注

意
喚
起
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

今
回
、
20
以
上
の
加
盟
国
が
口

腔
衛
生
に
言
及
。
口
腔
衛
生
を

国
の
Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
対
策
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
関
連
政
策
に
統
合
し
よ

う
と
す
る
方
向
性
が
示
唆
さ
れ

た
。

　

Ｕ
Ｈ
Ｃ
に
関
し
て
は
、
歯
科

医
療
を
各
国
の
Ｕ
Ｈ
Ｃ
給
付

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
統
合
し
、
す
べ

て
の
国
民
が
ア
ク
セ
ス
可
能

で
、
手
ご
ろ
な
価
格
で
利
用
で

き
る
も
の
に
す
べ
き
と
主
張
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
対
策
で

は
、
抗
菌
薬
の
適
正
使
用
に
お

け
る
歯
科
医
師
の
役
割
を
強
調

し
、
各
国
の
Ａ
Ｍ
Ｒ
対
策
行
動

計
画
の
策
定
・
実
施
に
お
け
る

歯
科
医
師
の
関
与
を
呼
び
か
け

た
。
母
子
・
乳
幼
児
の
栄
養
で

は
、
健
康
な
栄
養
の
た
め
の
世

界
的
な
監
視
枠
組
み
に
口
腔
保

健
を
統
合
す
る
よ
う
訴
え
た
。

　

Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
、
国
連
Ｈ
Ｌ
Ｍ
４

で
の
口
腔
保
健
の
位
置
づ
け
の

議
論
を
重
視
。
口
腔
保
健
が
世

界
の
Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
対
策
に
お
い
て

不
可
欠
だ
と
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
、
今
回
の
Ｗ
Ｈ
Ａ
参
加
も
、

そ
の
具
体
的
取
り
組
み
の
１
つ

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

FDI

世界保健総会で
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都
市
部
を
中
心
と
し
て
、
地

域
社
会
の
担
い
手
と
な
る
現
役

世
代
が
急
速
に
減
少
す
る
将

来
、
地
域
の
互
助
を
含
め
た
新

し
い
街
づ
く
り
を
進
め
、
病
気

が
あ
っ
て
も
幸
せ
に
生
き
て
い

け
る
保
健
医
療
の
構
造
を
作
り

出
す
の
が
急
務
。
元
・
厚
生
労

働
省
健
康
局
長
の
宇
都
宮
啓
氏

（
慶
應
義
塾
大
学
客
員
教
授
）

が
６
月
26
日
、
医
療
関
連
サ
ー

ビ
ス
振
興
会
の
月
例
セ
ミ
ナ
ー

で
の
講
演
で
示
し
た
も
の
。

　

「
今
後
の
地
域
包
括
ケ
ア
、

医
療
提
供
等
―
２
０
４
０
年

に
向
け
て
」
と
題
し
た
講
演
で

は
、
企
画
官
時
代
の
診
療
報
酬

改
定
、
老
健
局
時
代
の
介
護
報

酬
改
定
な
ど
で
重
視
し
た
政
策

意
図
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向

性
を
示
唆
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
で
医
療
と
介
護

の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
み
、

高
齢
者
世
帯
の
増
加
で
地
域
連

携
の
重
要
性
が
増
す
と
の
予
測

が
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

導
入
の
背
景
だ
と
指
摘
。
十
数

年
前
に
は
、
介
護
の
現
場
で
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た

酸
素
療
法
や
喀
痰
吸
引
な
ど
の

医
療
処
置
が
、
現
在
で
は
か
な

り
普
及
し
て
い
る
こ
と
を
あ

げ
、
地
域
社
会
に
お
い
て
医
療

と
介
護
が
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
と
な

る
と
の
方
向
性
を
示
し
た
。

　

医
師
不
足
、
医
師
偏
在
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
専
門
性

で
分
か
れ
て
い
る
「
ア
メ
フ
ト

型
」
か
ら
、
専
門
性
を
超
え
て

地
域
医
療
に
参
加
す
る
「
ラ
グ

ビ
ー
型
」
へ
の
転
換
が
目
指
さ

れ
て
い
る
と
し
て
、
臨
床
研
修

制
度
や
医
学
部
の
地
域
枠
な
ど

の
政
策
の
背
景
を
説
明
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
地
域
で
長
寿

を
全
う
す
る
社
会
に
お
い
て

は
、
従
来
の
健
康
の
定
義
に
当

て
は
ま
ら
な
い
考
え
方
が
求
め

ら
れ
る
と
し
て
、「
多
病
息
災
」

の
時
代
へ
の
備
え
を
強
調
。「
健

康
と
病
気
の
連
続
性
に
着
目

し
、
多
少
の
病
気
が
あ
っ
て
も

不
自
由
な
く
過
ご
せ
る
地
域
づ

く
り
を
複
合
的
に
目
指
す
べ

き
」
と
述
べ
た
。

前
月
比
１
０
９
減
の

６
万
５
８
２
４
施
設

令和7年4月

日歯連盟　記者会見で

新役員24人を紹介

▼明石昌也（神戸大学大学院医学研究科

外科系講座口腔外科学分野教授）

▼市川哲雄（徳島大学名誉教授）

▼岩崎正則（北海道大学大学院歯学研究

院予防歯科学教室教授）

▼小坂健（東北大学大学院歯学研究科

長）

▼瀬古口精良（日本歯科医師会副会長）

▼福田英輝（国立保健医療科学院統括研

究官）

▼藤井一維（歯科大学学長・歯学部長会

議常置委員会委員長）

▼古屋純一（昭和医科大学歯学部口腔健

康管理学講座口腔機能管理学部門教授）

▼三浦宏子（北海道医療大学特任教授）

構成員（敬称略）

関係者や加藤財務大臣らが応援

「
医
療
と
介
護
を

ボ
ー
ダ
レ
ス
に
」

慶
大
の
宇
都
宮
客
員
教
授

と
し
て
は
財
源
が
厳
し
い
と
は

言
う
が
、
必
要
な
こ
と
は
し
っ

か
り
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。財
源
は
国
民
を
守
る
た
め
、

健
康
を
守
る
た
め
に
あ
る
」
と

し
て
、
歯
科
界
か
ら
の
声
を
届

け
る
た
め
に
も
比
嘉
候
補
へ
の

支
援
を
呼
び
か
け
た
。

　

な
お
、
自
民
党
の
石
破
茂
総

裁
か
ら
の
祝
電
も
読
み
上
げ
ら

れ
た
。

目入れをする高橋日歯会長

令和７年度事業計画も報告
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個
人
質
疑
応
答

個
人
質
疑
応
答
②②

日
歯 

第
２
０
５
回
定
時
代
議
員
会

８
０
２
０
達
成
率

向
上
へ
の
対
策
は

山
口 

章（
福
岡
）

　

先
頃
、
８
０
２
０
達
成
者
の
咬
合

様
式
に
関
す
る
疫
学
調
査
が
発
表
さ

れ
、
数
千
名
の
対
象
者
の
な
か
に
開

咬
と
反
対
咬
合
は
皆
無
だ
っ
た
と
い

う
結
果
が
報
告
さ
れ
た
（
日
本
小
児

歯
科
臨
床
誌
２
０
２
１
年
10
月
号
）
。

歯
科
疾
患
実
態
調
査
の
結
果
で
は
、

８
０
２
０
達
成
率
の
伸
び
率
が
最
近

鈍
化
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
が
、
そ
の
原
因
の
１
つ
に
は
、

こ
の
咬
合
様
式
に
か
か
わ
る
問
題
が

深
く
関
与
し
て
い
る
の
で
は
と
推
測

さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
診
療
体

系
や
学
問
体
系
で
は
こ
の
課
題
に
全

く
対
応
が
で
き
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま

ま
で
は
８
０
２
０
達
成
率
の
さ
ら
な

る
向
上
は
望
め
な
い
の
で
は
と
危
惧

す
る
。
今
後
こ
の
問
題
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
、
日
歯
の

見
解
を
教
え
て
ほ
し
い
。

■
末
瀨
一
彦
常
務
理
事

　

ご
指
摘
の
疫
学
調
査
の
結
果
に
よ

る
と
、
８
０
２
０
達
成
者
に
は
開

咬
や
反
対
咬
合
は
皆
無
と
の
報
告

が
あ
る
。
歯
科
疾
患
実
態
調
査
で

８
０
２
０
達
成
率
は
、
平
成
28
年
時

に
51
・
２
％
、
令
和
４
年
時
に
51
・

６
％
と
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る
の
が

現
状
。

　

論
文
の
執
筆
者
は
、
小
児
歯
科
医

で
あ
り
な
が
ら
高
齢
者
の
口
腔
内
状

況
に
つ
い
て
も
真
摯
に
観
察
し
て
60

学
術
・
国
際
渉
外
・
学
会

学
童
期
の
啓
発
で

達
成
率
が
向
上
へ

　

神
奈
川
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
就
業
形
態
の
歯
科
医
師
に

入
会
促
進
を
す
る
た
め
、
令
和
７
年

度
よ
り
会
員
種
別
の
見
直
し
を
実
施

し
た
。

　

新
た
な
試
み
と
し
て
、
大
学
・
大

学
病
院
に
所
属
す
る
歯
科
医
師
が
施

設
単
位
で
一
括
入
会
で
き
る
会
員
種

別
（
第
５
種
１
）
を
新
設
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
歯
科
大
学
に

所
属
す
る
歯
科
医
師
が
本
会
事
業
へ

会
員
種
別
や
会
費
に

対
す
る
見
解
を
問
う

今
宮 

圭
太（
神
奈
川
）

参
加
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
で
、
歯
科
医
師
会

の
活
動
や
存
在
意
義
を
理
解
し
て
も

ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

日
本
歯
科
医
師
会
に
お
い
て
、
全

国
の
歯
科
大
学
に
所
属
す
る
歯
科
医

師
や
臨
床
研
修
医
の
入
会
状
況
を
踏

ま
え
、
会
員
種
別
や
会
費
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
見
解
を
お
持
ち
か
、
将

来
展
望
も
含
め
て
伺
い
た
い
。

６
種
会
員
増
や
し

正
会
員
に
つ
な
げ
る

■
松
尾
健
常
務
理
事

　

神
奈
川
県
歯
の
仕
組
み
に
つ
い
て

は
、
長
年
検
討
し
た
う
え
で
、
施
設

単
位
で
の
一
括
入
会
の
仕
組
み
を
始

め
た
と
聞
い
て
い
る
。
大
学
あ
る
い

は
大
学
附
属
病
院
に
所
属
す
る
歯
科

医
師
の
会
費
を
ま
と
め
て
施
設
が
納

入
し
て
く
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
そ
う
多

く
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　

特
に
国
立
公
立
大
学
、
公
用
の
病

院
な
ど
は
難
し
く
、
私
立
大
学
で
も

日
歯
の
会
費
ま
で
を
負
担
す
る
こ
と

は
困
難
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

日
歯
で
は
ま
ず
入
会
し
て
、
歯
科

医
師
会
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
体
験
し

て
も
ら
い
、
将
来
の
正
会
員
に
つ
な

げ
る
方
策
と
し
て
、
日
歯
直
轄
準
会

員
の
第
３
種
、
第
６
種
の
入
会
金
や

年
会
費
の
減
額
、
入
会
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
入
会
の
ハ
ー
ド
ル

を
低
く
す
る
取
り
組
み
を
今
年
度
か

ら
開
始
し
た
。

　

年
度
始
め
な
の
で
、
は
っ
き
り
と

し
た
効
果
は
確
認
で
き
て
い
な
い

が
、
臨
床
研
修
歯
科
医
師
を
対
象
と

し
た
６
種
会
員
に
つ
い
て
は
、
若
手

歯
科
医
師
活
躍
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
中
心
と
な
り
、
現
地
の
説

明
会
に
直
接
訪
問
し
て
、
６
０
０
人

を
超
え
る
入
会
申
請
が
あ
る
。

　

会
員
増
強
タ
ス
ク
チ
ー
ム
で
も
確

認
し
て
い
る
が
、
第
１
種
、
第
２
種

の
正
会
員
の
増
加
が
最
終
の
目
的
。

歯
科
医
師
の
勤
務
形
態
な
ど
の
変
化

に
よ
り
、
従
来
の
会
員
種
別
を
見
直

す
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
の

で
、
都
道
府
県
や
郡
市
区
の
歯
科
医

師
会
も
含
め
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

議
論
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

日
歯
会
員
の
多
く
は
正
会
員
で
、

会
費
収
入
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。
会

費
が
昭
和
54
年
か
ら
46
年
間
、
上

が
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
継
続
し
て
会

員
増
強
に
努
め
な
が
ら
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に

は
、
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
う
え

で
、
会
費
の
改
正
な
ど
も
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

組
織
率
の
低
下
は
、
国
民
へ
の
政

策
提
言
な
ど
を
行
う
時
の
力
が
な
く

な
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

歯
科
医
師
会
の
会
員
増
強
に
努
め
て

い
き
た
い
。

（敬称略）

※

※

質問は書面を、回答
は当日答弁を要約

執行部の肩書きは当
時のもの

歳
で
24
本
、
い
わ
ゆ
る
６
０
２
４
達

成
者
や
、
８
０
２
０
達
成
者
の
咬
合

状
態
か
ら
、
小
児
期
の
段
階
か
ら
咬

合
治
療
を
行
っ
て
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
継
続
す
る
こ
と
が
達
成
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
て
い

る
。
貴
重
な
評
価
を
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

小
児
歯
科
は
小
児
期
が
終
了
す
る

時
期
で
治
療
が
完
了
す
る
も
の
で
は

な
く
、
永
久
歯
列
期
を
想
定
し
て
治

療
目
標
を
立
て
て
、
知
識
や
技
術
、

時
間
軸
の
修
得
が
必
要
と
説
明
し
て

い
る
。

　

学
童
生
徒
の
学
校
歯
科
健
診
に
お

い
て
は
、
う
蝕
や
歯
周
病
、
歯
列
咬

合
顎
関
節
の
状
態
ま
で
審
査
項
目
に

加
わ
っ
て
い
る
。
文
科
省
初
等
中
等

教
育
局
健
康
教
育
・
食
育
課
か
ら
発

出
さ
れ
た
学
校
歯
科
健
康
診
断
に
お

け
る
歯
列
咬
合
の
検
査
、
歯
科
健
康

診
断
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
本
人
と

　

日
本
歯
科
医
学
会
会
員
は
、
日

本
歯
科
医
師
会
会
員
と
専
門
分
科

会
及
び
認
定
分
科
会
会
員
か
ら
な

り
、
会
員
数
の
内
訳
は
、
日
歯
会
員

６
万
４
３
７
２
人
、
専
門
・
認
定
分

科
会
会
員
３
万
９
９
４
０
人
の
合
計

第
３
種
会
員
増
強
の

有
効
な
対
策
求
め
る

山
中 

一
男（
愛
知
）

10
万
４
３
１
２
人
（
２
０
２
１
年
３

月
31
日
現
在
）
と
な
る
。
日
歯
医
学

会
は
、
日
歯
の
内
部
に
設
置
さ
れ
た

学
術
研
究
組
織
で
あ
り
、
日
歯
の
事

業
の
一
環
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

現
状
、
日
歯
は
、
日
歯
医
学
会
に

属
し
な
が
ら
日
歯
の
会
員
で
は
な
い

４
万
人
程
の
学
会
会
員
に
つ
い
て
、

「
日
歯
非
会
員
」
で
あ
る
こ
と
を
容

認
し
て
い
る
状
況
だ
（
以
前
、
高
橋

会
長
が
こ
の
件
に
つ
い
て
懸
念
を
示

さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
）。

　

医
育
機
関
・
病
院
で
働
く
歯
科
医

師
や
診
療
に
従
事
し
な
い
研
究
機
関

の
歯
科
医
師
は
、「
第
３
種
会
員
」

（
会
員
数
３
３
８
人
／
25
年
３
月
現

在
）
と
し
て
日
歯
直
轄
会
員
（
入
会

金
・
年
会
費
１
万
円
）
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
現
状
で
は
有
効
な
対

策
が
取
ら
れ
て
い
な
い
。

　

18
年
に
日
本
歯
科
専
門
医
機
構
が

若
手
歯
科
医
師
の

活
躍
推
進
の
策
は

大
塚 

俊
裕（
大
阪
）

６
種
か
ら
３
種
へ
の

会
員
移
行
が
課
題

■
伊
藤
智
加
常
務
理
事

　

全
国
の
歯
科
大
学
、
各
都
道
府

県
の
歯
科
医
師
会
の
協
力
も
あ
り
、

現
在
６
２
２
人
の
６
種
会
員
が
入

会
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

８
６
３
人
が
登
録
し
て
く
れ
て
い
る

が
、
歯
科
医
師
籍
番
号
な
ど
の
把
握

す
べ
き
情
報
が
あ
る
関
係
で
最
終
的

な
手
続
き
ま
で
至
っ
て
い
な
い
人
が

い
る
。

　

６
種
会
員
か
ら
正
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
く
の
が
最
終
的
な
目
的
で
は

　

４
月
に
「
若
手
歯
科
医
師
活
躍
推

進
意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
、
全

国
の
都
道
府
県
歯
科
医
師
会
か
ら
担

当
役
員
と
若
手
会
員
の
２
人
ず
つ
が

参
加
し
、
今
後
の
日
本
の
歯
科
界
を

担
う
世
代
、
増
加
す
る
女
性
歯
科
医

師
の
活
躍
に
向
け
て
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
基
調
講
演
で
、
高
橋

会
長
は
、「
歯
科
医
師
の
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
歯
科
を
取
り
巻
く
環
境

に
危
機
感
を
覚
え
て
お
り
、
日
本
歯

科
医
師
会
の
組
織
率
の
強
化
に
は
、

若
手
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
に
出
向
き
、
若
手
の
意
見
を

ど
ん
ど
ん
聞
き
た
い
」
と
述
べ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
も
あ
り
、

問
題
意
識
の
共
有
に
難
し
い
点
も
あ

ろ
う
か
と
思
う
が
、
す
ば
ら
し
い
活

動
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

一
方
、
同
窓
会
で
は
、
将
来
の
歯

科
界
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
に
、

歯
科
医
師
と
し
て
の
技
量
な
ど
が
安

定
す
る
で
あ
ろ
う
、
卒
直
後
か
ら
10

年
の
若
い
世
代
の
活
性
化
に
向
け
て

関
心
を
高
め
る
よ
う
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を
考
え
努

力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
の
進

歩
、
働
き
方
改
革
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

普
及
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、「
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
」

と
い
う
風
潮
等
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
重
要
視
す
る
若
い
先
生
方

の
考
え
方
や
動
向
を
つ
か
み
か
ね
て

い
る
。

　

日
歯
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
歯

科
大
学
・
歯
学
部
へ
の
働
き
か
け
も

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
い
か
が
か
。

　

卒
直
後
か
ら
10
年
間
の
対
策
に
つ

い
て
、
日
歯
の
考
え
を
聞
か
せ
て
ほ

し
い
。

保
護
者
へ
適
切
に
通
知
す
る
こ
と
と

さ
れ
、
特
に
歯
列
咬
合
の
異
常
に
つ

い
て
通
知
す
る
際
に
は
、
検
査
結
果

の
み
で
な
く
、
検
査
結
果
の
意
味
や

関
連
情
報
を
入
れ
る
な
ど
、
適
切
に

対
処
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

　

健
康
診
断
票
の
歯
列
咬
合
に
つ
い

て
は
、
日
本
学
校
歯
科
医
会
が
示
し

て
い
る
例
も
参
考
に
す
る
こ
と
も
通

達
さ
れ
て
い
る
。

　

保
険
診
療
で
も
学
校
保
健
安
全
法

に
規
定
す
る
健
康
診
断
の
結
果
に
基

づ
い
て
、
歯
科
矯
正
相
談
料
が
収
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
積

極
的
に
活
用
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
も
考
え
て
い
る
。

　

小
児
学
童
期
に
お
け
る
か
み
合
わ

せ
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
啓
発
し
て

い
く
こ
と
は
、
成
人
、
高
齢
者
の
残

存
歯
数
も
高
め
、
８
０
２
０
達
成
率

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
確
信

し
て
い
る
。

　

今
後
、
学
問
的
背
景
や
か
か
り
つ

け
歯
科
医
機
能
の
充
実
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

厚
生
・
会
員

立
ち
上
げ
ら
れ
、
機
構
の
な
か
で
専

門
医
を
維
持
継
続
す
る
た
め
に
は
、

５
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
研
修

と
別
に
「
医
療
倫
理
、
医
療
法
規
、

医
療
安
全
、
医
療
経
済
、
院
内
感
染
」

な
ど
を
扱
う
歯
科
専
門
医
共
通
研
修

を
受
け
る
こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
歯
科
専
門
医
共
通
研
修
は

専
門
医
の
み
な
ら
ず
、
国
民
に
常
に

良
質
な
口
腔
保
健
医
療
を
提
供
す
る

歯
科
医
師
全
員
に
対
し
て
求
め
ら
れ

る
要
件
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
日
歯
で
は
会
の

e-System

研
修
に
お
い
て
、
前
述

の
歯
科
専
門
共
通
研
修
と
同
等
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

よ
う
な
歯
科
医
師
共
通
研
修
の
普
遍

性
を
鑑
み
る
に
、
日
歯
医
学
会
に
お

い
て
、
ま
ず
は
、
専
門
医
に
対
し
て

日
歯
のe-system

研
修
に
取
り
入

れ
る
方
向
で
の
検
討
を
求
め
て
は
い

か
が
か
（
実
際
に
機
構
内
専
門
医
か

ら
の
要
望
も
散
見
さ
れ
る
）。
さ
ら

に
、
こ
れ
を
機
に
、
近
い
将
来
、
日

歯
医
学
会
の
傘
下
で
活
動
し
て
い
る

臨
床
系
学
会
を
中
心
に
多
く
の
ア
カ

デ
ミ
ア
に
属
す
る
歯
科
医
師
を
第
３

種
会
員
と
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
国

民
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
か
つ
先
進

あ
る
が
、
ま
ず
は
６
種
会
員
に
な

り
、
歯
科
医
師
会
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　

も
う
１
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

３
種
会
員
へ
の
移
行
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
研
修
医
が
終
わ
る
時
点
で

再
度
説
明
に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
１
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
術
の
所
管
に
協
力
し
て

も
ら
い
、
国
家
試
験
を
合
格
し
て
10

年
以
内
の
ア
カ
デ
ミ
ア
ド
ク
タ
ー
に

臨
床
例
を
発
表
し
て
も
ら
っ
た
。
結

果
、
歯
科
医
師
会
を
理
解
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

歯
科
医
師
会
の
先
生
、
大
学
の
協

力
も
必
要
と
な
る
。
昨
年
度
は
学
部

長
の
先
生
た
ち
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
か
ら
も
連
携
を
と
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
、
少
し
ず
つ
で
も

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
松
尾
健
常
務
理
事

　

質
問
の
な
か
に
卒
後
か
ら
10
年
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
本
会

の
会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

臨
床
研
修
医
か
ら
３
年
間
は
、
無

料
で
第
６
種
会
員
と
し
て
所
属
し
て

も
ら
い
、
そ
の
後
、
大
学
や
病
院
に

勤
務
す
る
場
合
は
３
種
、
そ
の
後
、

診
療
所
勤
務
や
開
業
す
る
場
合
は
１

種
ま
た
は
２
種
の
正
会
員
と
し
て
所

学
会
と
協
力
し
て

入
会
促
進
に
尽
力

■
松
尾
健
常
務
理
事

　

日
本
歯
科
医
学
会
は
、
日
本
歯
科

医
師
会
の
傘
下
に
あ
る
。
日
歯
の
な

か
に
設
置
さ
れ
た
学
術
研
究
組
織
な

の
で
、
事
業
に
は
日
歯
の
予
算
の
一

部
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、各
学
会
の
会
員
に
は
、

歯
科
医
師
会
に
入
っ
て
い
た
だ
く
、

ま
た
、
学
会
に
加
入
し
て
い
な
い
日

歯
の
会
員
に
対
し
て
は
、
１
つ
以
上

の
学
会
に
入
っ
て
専
門
性
を
高
め
て

い
た
だ
く
よ
う
両
組
織
が
協
力
し
て

会
員
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

■
末
瀨
一
彦
常
務
理
事

　

日
歯
医
学
会
が
日
歯
の
会
員
に
な

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
再
三
申
し
上

げ
て
お
り
、
学
会
長
も
常
々
発
言
し

て
い
る
。
学
会
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん

ど
が
日
歯
の
会
員
と
い
う
と
こ
ろ
も

あ
れ
ば
、
半
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
も
あ

る
。

　

今
後
は
、
日
歯
の
予
算
か
ら
数

百
万
円
が
各
学
会
で
使
わ
れ
て
い
る

の
で
、
日
歯
の
会
員
に
な
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　

一
方
で
は
、
日
歯
会
員
が
い
く
ら

か
の
学
会
に
入
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。
専
門
医
を
目
指
す
と

い
う
意
味
で
は
、
興
味
の
あ
る
学
会

に
ぜ
ひ
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

日
歯
に
は
す
ば
ら
し
い
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
が
あ
る
。
各
学
会
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
共
通
研
修
と
し

て
、
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

ま
す
ま
す
日
歯
と
学
会
の
関
係
を

深
め
て
、
専
門
医
機
構
に
発
言
で
き

る
歯
科
医
師
会
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

た
だ
、話
し
合
い
の
段
階
な
の
で
、

今
す
ぐ
共
通
研
修
が
日
歯
の
も
の
に

な
る
と
は
言
え
な
い
が
、
共
通
研
修

の
必
要
性
や
日
歯
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

重
要
性
、
す
ば
ら
し
さ
は
専
門
医
機

構
も
認
め
て
い
る
の
で
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
つ
け
る
意
味
で
も
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

属
し
て
い
た
だ
き
、
常
に
歯
科
医
師

会
と
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
歯
と
し
て
も
、
若
手
歯
科
医
師
が

活
躍
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
た
め
に
も
、

大
学
の
授
業
を
数
コ
マ
い
た
だ
き
、

歯
科
医
師
会
の
活
動
な
ど
の
講
義
を

行
い
、
早
い
段
階
か
ら
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

　

６
種
会
員
と
し
て
Ｅ
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
会
員
メ
リ
ッ
ト
を
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
６
種
会
員
向
け
の

情
報
発
信
、
広
報
活
動
の
強
化
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
の
強
化
、
ど
れ
だ
け

の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
か
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

残
念
な
こ
と
だ
が
、
６
種
会
員
の

期
間
終
了
の
段
階
で
多
く
が
移
行
せ

ず
に
非
会
員
に
な
る
。
過
去
10
年
で

６
種
会
員
か
ら
１
種
会
員
に
な
っ
た

人
は
５
人
し
か
い
な
い
。
現
在
の
会

員
種
別
や
会
費
な
ど
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
非
会
員
の
診
療
所

に
勤
務
し
た
場
合
、
会
員
継
続
が
難

し
い
制
度
的
、
経
済
的
な
課
題
も
あ

る
。
課
題
の
解
決
に
向
け
て
検
討
す

る
と
と
も
に
、
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
や

魅
力
を
伝
え
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

的
な
歯
科
医
療
提
供
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
い
か
が
か
。



（4）第2350号2025年（令和７年）7月8日（火曜日）

注：割合（％）は各都道府県の人口規模が反映されるように調整された全国補正値であり、単なる人数比
とは異なる。

注：令和６（2024）年の割合（％）は各都道府県の人口規模が反映さ
れるように調整された全国補正値であり、単なる人数比とは異なる。

注：令和６（2024）年の平均値は各都道府県の人口規模が反映される
ように調整された全国補正値である。

注：割合（％）は各都道府県の人口規模が反映されるように
調整された全国補正値であり、単なる人数比とは異なる。

注：1）令和６（2024）年の割合（％）は各都道
府県の人口規模が反映されるように調整された全
国補正値であり、単なる人数比とは異なる。
2）被調査者のうち対象歯を持たない者を含めた
割合で算出。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
装
着
は
３
・
２
％

全
部
床
義
歯
は
６
・
５
％

主な結果を紹介 　令和6年歯科疾患実態調査の結果概要

が厚労省から公表され、8020達成率が

61.5％などのデータが明らかになった。

概要の中から、主な項目について紙面で

紹介する。（１面関連）

「歯肉出血を有する」42.9%
歯周ポケット４㍉以上47.8%

う歯ある85歳以上は87.2％

DMFT

12歳は0.6本
85歳以上22.7本

「
う
歯
の
あ
る
者
」87
・
５
％

注：割合（％）は各都道府県の人口規模が反映されるように調整された
全国補正値であり、単なる人数比とは異なる。

注：1）割合（％）は各都道府県の人口規模が反映されるよう
に調整された全国補正値であり、単なる人数比とは異なる。
2）いずれか１つでも装着している者。



（5） 第2350号 2025年（令和７年）7月8日（火曜日）

注：1）割合（％）は各都道府県の人口規模が反映されるように調整された全国補正
値であり、単なる人数比とは異なる。
2）複数回答可。
3）質問に無回答、無効回答であった55人を除く。

注：1）割合（％）は各都道府県の人口規模が反映されるように調整された全国補正
値であり、単なる人数比とは異なる。
2）複数回答可。

注：割合（％）は各都道府県の人口規模が反映されるように調整された全国補正値であり、単なる人数比とは異なる。

注：割合（％）は各都道府県の人口規模が反映されるように調整された全国補正値であ
り、単なる人数比とは異なる。

注：1）割合（％）は各都道府県の人口規模が反映されるように調整された全国補正値
であり、単なる人数比とは異なる。
2)「歯科検診（健診）」には、（かかりつけ）歯科医院での定期的な検診（健診）、自
治体（市町村など）の検診（健診）、学校健診、職場検診（健診）、その他（複数回答
可）を含む。

注：割合（％）は各都道府県の人口規模が反映されるように調整された全国補正値であり、単なる人数比とは異なる。

注：令和６（2024）年の割合（％）は各都道府県の人口規模が反映されるように
調整された全国補正値であり、単なる人数比とは異なる。

「歯をみがくと血が出る」6.3％

令和6年 歯科疾患実態調査

「舌を清掃」
男18.4%、女26.9%

矯正歯科「経験あり」は
男6.0%、女10.6%

「
歯
科
検
診
の
受
診
」63
・
８
％

「
フ
ロ
ス
等
の
使
用
」

  

男
44
・
５
％
、女
62
・
４
％



（6）第2350号2025年（令和７年）7月8日（火曜日）

　

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
に
よ
る
令
和
７
年
３
月

診
療
分
の
総
計
確
定
件
数
は

１
億
２
１
８
９
万
５
千
件
、
点

数
１
９
４
２
億
５
７
２
８
万
９

千
点
で
前
年
同
月
に
比
べ
件
数

は
４
・
３
％
、
点
数
は
３
・
０
％

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。

　

３
月
の
稼
働
日
数
は
25
・

０
日
（
う
ち
土
曜
日
５
・
０
日
）

で
、
前
年
同
月
に
比
べ
増
減
は

な
い
。

　

歯
科
の
件
数
は
１
５
９
８
万

件
、
点
数
は
２
０
０
億
２
４
６

４
万
１
千
点
で
、
前
年
同
月
に

比
べ
件
数
は
４
・
６
％
、
点
数

は
６
・
８
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加
。

　

医
療
費
全
体
に
占
め
る
構
成

割
合
は
前
月
に
比
べ
、
件
数
は

増
減
な
く
13
・
１
％
、
点
数

は
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
て

10
・
３
％
だ
っ
た
。

　

歯
科
の
診
療
報
酬
諸
率
は
１

件
当
た
り
点
数
１
２
５
３
・
１

点
、
１
日
当
た
り
点
数
８
７
３

・
９
点
、
１
件
当
た
り
日
数
１
・

43
日
で
、
前
年
同
月
に
比
べ
、

１
件
当
た
り
点
数
は
２
・
１
％

増
、
１
日
当
た
り
点
数
は
４
・

２
％
増
、
１
件
当
た
り
日
数
は

２
・
０
％
減
少
し
た
。

　

医
科
の
入
院
と
入
院
外
の
合

計
は
件
数
６
２
０
１
万
９
千

件
、
点
数
１
２
８
８
億
３
１
３

１
万
１
千
点
で
、
件
数
は
前
年

同
月
に
比
べ
３
・
７
％
増
、
点

数
は
２
・
１
％
増
。

　

入
院
外
は
件
数
６
１
１
６
万

９
千
件
、
点
数
７
７
９
億
３
１

７
９
万
７
千
点
で
、
前
年
同
月

に
比
べ
件
数
は
３
・
７
％
、
点

数
は
０
・
６
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加

し
た
。

　

調
剤
は
件
数
が
４
３
５
５
万

１
千
件
、
点
数
が
４
５
４
億
１

３
３
万
７
千
点
で
、
前
年
同
月

に
比
べ
件
数
は
５
・
１
％
、
点

数
は
４
・
０
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加

し
て
い
る
。

　

国
保
中
央
会
が
ま
と
め
た

令
和
７
年
３
月
診
療
分
の
総

医
療
費
は
市
町
村
国
保
と
国

保
組
合
、
後
期
高
齢
者
を
合

わ
せ
て
２
兆
５
２
８
９
億
円

で
、
う
ち
後
期
高
齢
者
分
は

１
兆
６
８
１
８
億
円
だ
っ
た
。

　

３
月
の
稼
働
日
数
は
22
・
５

日
（
平
日
20
・
０
日
、
土
曜
日

２
・
５
日
）
で
、
前
年
同
月
に

比
べ
て
増
減
は
な
い
。

　

歯
科
医
療
費
は
市
町
村
が

５
５
８
億
円
で
、
対
前
年
同
月

比
で
１
・
３
％
減
少
。
組
合
は

54
億
円
で
３
・
６
％
増
加
。
後

期
高
齢
者
は
７
０
０
億
円
で

６
・
９
％
増
加
し
た
。

　

件
数
は
市
町
村
が
４
１
４
万

件
で
３
・
０
％
減
。
組
合
は

　

東
京
都
歯
科
技
工
士
会
は
６

月
28
日
、
都
技
会
館
（
東
京
都

豊
島
区
）
に
て
第
13
回
社
員
総

会
を
開
催
し
、
全
３
議
案
が
可

決
・
承
認
さ
れ
た
。
会
計
収
支

決
算
、
監
査
報
告
の
承
認
に
加

え
、
役
員
選
挙
結
果
の
報
告
が

な
さ
れ
、
現
会
長
の
石
川
功
和

氏
が
再
任
し
た
。

　

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
石

川
会
長
は
、
歯
科
技
工
界
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
に
言
及
し
、

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に

よ
っ
て
、
業
界
が
大
き
く
変
革

し
て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

会
と
し
て
も
柔
軟
性
と
歯
科
技

工
士
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
続

け
る
力
を
大
切
に
し
、
と
も
に

　

日
本
歯
科
技
工
士
会
は
、
７

月
１
日
～
８
月
31
日
ま
で
「
は

は
は
川
柳
」
の
作
品
を
募
集
し

て
い
る
。
入
れ
歯
や
噛
み
ご
た

え
、
歯
科
治
療
、
歯
科
技
工
な

ど
、〝
歯
〟
に
ま
つ
わ
る
事
柄

を
テ
ー
マ
と
し
た
ユ
ー
モ
ア
川

柳
で
、
歯
科
医
療
や
口
腔
の
健

康
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
２
０
１
７

年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で

９
回
目
。
昨
年
は
全
国
か
ら

２
９
０
０
句
の
応
募
が
寄
せ
ら

れ
た
と
い
う
。

　

応
募
は
一
人
３
句
ま
で
。
未

発
表
か
つ
、
他
の
コ
ン
テ
ス
ト

等
に
応
募
し
て
い
な
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
に
限
る
。
入
選
作
品

に
関
す
る
使
用
権
等
は
す
べ
て

同
会
に
帰
属
す
る
。

　

選
考
の
結
果
、
特
選
（
１
句
）

に
は
表
彰
状
と
商
品
券
３
万
円

分
、
秀
句
（
３
句
）
に
は
表
彰

状
と
商
品
券
１
万
円
分
、
佳
作

（
10
句
）
に
は
表
彰
状
が
贈
ら

れ
る
。

　

応
募
は
同
会
の
専
用
ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
は
郵
送
（
は

が
き
）
に
て
、
必
要
事
項
の
記

入
が
求
め
ら
れ
る
。
結
果
発
表

は
10
月
８
日
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
行
う
予
定
。

　

詳
細
は
日
本
歯
科
技
工
士
会

の
「
は
は
は
川
柳
」
特
設
ペ
ー

ジ
ま
で
。７

月
１
日
付
（
２
３
４

９
号
）
の
福
岡
学
園
の
水
田
氏

の
理
事
長
再
任
の
記
事
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。「
水
田
氏
は

１
９
６
６
年
大
分
県
生
ま
れ
」

と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は

同
年
に
「
九
州
大
学
医
学
部
卒

業
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

　

─
─
歯
科
医
師
か
ら
獣
医
師
を
目

指
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　

樋
口　

元
々
、
親
が
獣
医
師
で
し

た
が
、
高
校
時
に
は
歯
科
医
師
の
仕

事
に
も
興
味
が
あ
っ
て
朝
日
大
学
歯

学
部
に
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
６

年
時
に
祖
母
が
が
ん
を
患
い
長
く
な

い
こ
と
が
わ
か
り
、
獣
医
学
部
の
合

格
通
知
だ
け
で
も
見
せ
た
い
、
と
い

う
気
持
ち
か
ら
酪
農
学
園
大
学
の
編

入
試
験
を
受
験
し
、
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
当
初
は
進
学
せ
ず

歯
科
医
師
臨
床
研
修
に
進
む
予
定
で

し
た
が
、
周
囲
の
後
押
し
も
あ
り
、

進
学
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

─
─
資
格
の
取
得
ま
で
は
ど
の
よ

う
な
日
々
を
送
り
ま
し
た
か
。

　

樋
口　

歯
学
部
に
対
し
獣
医
学
部

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
比
較
的
緩
や
か

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
効
率
的
に
勉

強
を
進
め
る
こ
と
で
、
余
裕
を
も
っ

た
学
校
生
活
を
送
れ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。

　

た
だ
、
歯
学
と
獣
医
学
の
考
え
方

の
違
い
に
初
め
は
戸
惑
い
ま
し
た
。

獣
医
学
は
農
学
的
な
要
素
が
強
い
で

す
。
イ
ヌ
や
ネ
コ
の
患
者
を
治
療
に

よ
っ
て
救
う
こ
と
よ
り
も
、
家
畜
の

商
業
価
値
を
保
つ
こ
と
や
、
防
疫
を

担
う
こ
と
が
本
来
の
獣
医
師
の
目
的

だ
か
ら
で
す
。

　

─
─
２
つ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
は
現
在

の
診
療
に
活
き
て
い
ま
す
か
。

　

樋
口　

獣
医
学
部
で
は
歯
科
に
関

す
る
知
識
は
ほ
と
ん
ど
教
わ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
人
と
動
物
の
歯
の
構
造
に

違
い
が
あ
る
と
し
て
も
、
歯
科
の
知

識
と
経
験
が
あ
る
こ
と
は
大
き
な
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
す
。
マ
イ
ク
ロ
ス

コ
ー
プ
や
レ
ー
ザ
ー
な
ど
も
早
期
か

ら
取
り
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法

を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。歯
科
医
師
の
立
場
か
ら
見
る
と
、

全
身
疾
患
や
麻
酔
管
理
な
ど
は
獣
医

学
で
多
く
教
わ
る
と
こ
ろ
で
し
た
の

で
、
非
常
に
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

─
─
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
講
演

活
動
の
内
容
と
目
的
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

樋
口　

獣
医
師
と
し
て
歯
科
診
療

を
始
め
た
初
期
の
頃
か
ら
、
歯
科
医

師
の
知
識
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
人

前
で
話
す
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
。
講
演
を
行
う
な
か
で
私
だ
け

が
話
し
続
け
る
の
で
は
な
く
、
同
じ

考
え
の
獣
医
師
を
増
や
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
社

会
の
変
化
を
起
こ
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
２
０
１
７
年
に
臨
床
10

年
目
以
下
限
定
の
症
例
検
討
会
を
作

り
ま
し
た
。
こ
の
時
の
メ
ン
バ
ー
が

中
心
と
な
り
活
動
を
続
け
、
本
年
４

月
に
日
本
の
獣
医
業
界
初
と
な
る

歯
科
系
の
学
会
「
一
般
社
団
法
人　

日
本
獣
医
歯
科
学
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
同
じ
考
え
の
獣
医

師
を
増
や
し
た
い
と
い
う
信
念
は
変

わ
っ
て
い
な
い
の
で
、現
在
も
福
岡
、

東
京
で
定
期
的
に
固
定
の
少
人
数
制

の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど

の
分
野
で
あ
っ
て
も
若
手
を
育
成
し

決
定
権
や
責
任
を
持
た
せ
て
あ
げ
る

こ
と
が
、
業
界
の
発
展
に
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
で

も
福
岡
に
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
12

台
完
備
し
た
実
習
室
を
開
設
し
た

り
、
東
京
に
も
気
軽
に
使
え
る
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
を
作
っ
た
り
と
、
よ
り

学
び
や
す
い
環
境
を
多
く
の
人
に
提

供
で
き
る
こ
と
も
意
識
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

─
─
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

樋
口　

前
提
と
し
て
獣
医
師
、
歯

科
医
師
と
し
て
研
鑽
を
重
ね
る
こ
と

は
当
然
で
す
が
、
違
う
目
標
も
あ
り

ま
す
。
現
在
、
私
が
担
っ
て
い
る
の

は
獣
医
師
の
６
年
生
大
学
卒
業
後
の

教
育
で
す
が
、
そ
こ
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
方
達
を
見
て
い
て
日
本
の
教

育
の
仕
組
み
に
つ
い
て
関
心
が
向
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
も
興
味
を

持
っ
て
い
る
の
は
幼
児
教
育
で
す
。

日
本
で
も
発
達
障
害
が
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
よ
く
見
聞
き
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

保
育
園
や
幼
稚
園
の
年
齢
で
す
で

に
、社
会
に
適
応
で
き
な
い
と
し
て
、

入
園
で
き
る
子
と
で
き
な
い
子
に
分

け
ら
れ
た
り
、
入
園
後
で
も
専
門
の

施
設
へ
の
転
園
を
勧
め
ら
れ
た
り
と

い
っ
た
現
状
が
あ
り
ま
す
。で
す
が
、

そ
の
子
た
ち
の
そ
の
後
を
追
跡
し
た

調
査
は
多
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
そ
の
子
た
ち
が
本
当
に
適

応
で
き
な
い
の
か
、
適
応
す
る
た
め

社
会
と
教
育
の
仕
組
み
変
え
た
い

つの道を歩む２２

Ｄ
．Ｖ
．Ｄ
．Ｓ
．代
表
取
締
役
　
樋
口 
翔
太 

氏

⑤

×

歯
科
医
師

獣
医
師

に
教
育
側
で
で
き
る
こ
と
は
な
い
の

か
、
そ
れ
が
わ
か
る
よ
う
な
教
育
の

仕
組
み
を
作
り
た
い
で
す
。
壮
大
な

目
標
で
は
あ
り
ま
す
が
、
幼
児
教
育

か
ら
卒
後
教
育
ま
で
す
べ
て
を
一
貫

し
て
追
跡
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
よ
く
教
育
の
本
を

読
む
と
「
あ
り
の
ま
ま
で
い
い
」「
否

定
し
な
い
」
と
書
い
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
日
本
社
会
は

「
あ
り
の
ま
ま
で
い
い
」
と
他
人
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
ほ
ど
成
熟
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
あ
れ
ば
、
各
個
性
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
寛
容
か
つ
成
熟
し
た
社

会
に
変
わ
る
か
、
社
会
に
適
応
で
き

る
術
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
教
育
が
必

要
で
す
。
加
速
度
的
に
人
口
減
少
す

る
日
本
で
、
ど
ん
な
性
質
の
人
た
ち

で
も
し
っ
か
り
と
活
躍
し
て
い
け
る

社
会
を
デ
ザ
イ
ン
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
、
私
の
目
標
は
社
会

や
社
会
の
仕
組
み
を
変
え
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
１

つ
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

歯
科
医
師
資
格
と
獣
医
師
資
格
を
持

つ
樋
口
翔
太
氏
は
、
動
物
に
人
間
レ
ベ

ル
の
歯
科
医
療
を
提
供
す
る
診
療
チ
ー

ム
「
Ｄ
．
Ｖ
．
Ｄ
．
Ｓ
．」
を
立
ち
上
げ
、

２
分
野
の
臨
床
を
行
い
な
が
ら
、
講
演

活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
２
つ

の
資
格
の
関
連
性
や
、
今
後
の
目
標
な

ど
を
聞
い
た
。

令
和
７
年
３
月
の
歯
科
医
療
費

社
保件

数
４
・
６
％
増

点
数
６
・
８
％
増

国
保市

町
村
の
金
額

１
・
３
％
減
少

41
万
件
で
０
・
８
％
増
。
後
期

高
齢
者
は
４
８
５
万
件
で
５
・

５
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
町
村
の
歯
科
１
人
当
た
り

医
療
費
は
２
５
３
４
円
で
３
・

５
％
増
、
１
人
当
た
り
日
数
は

０
・
30
日
で
０
・
５
％
減
、
１

日
当
た
り
医
療
費
は
８
５
４
１

円
で
４
・
０
％
増
。

　

組
合
の
歯
科
１
人
当
た
り

医
療
費
は
２
１
４
３
円
で
６
・

１
％
増
、
１
人
当
た
り
日
数
は

０
・
24
日
で
１
・
３
％
増
、
１

日
当
た
り
医
療
費
は
８
７
５
９

円
で
４
・
７
％
増
加
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
の
歯
科
１
人
当

た
り
医
療
費
は
３
４
４
４
円

で
４
・
０
％
増
、
１
人
当
た
り

日
数
は
０
・
40
日
で
０
・
３
％

増
、
１
日
当
た
り
医
療
費
は

８
６
０
７
円
で
３
・
７
％
増
加

し
て
い
る
。

　

ま
た
市
町
村
国
保
と
国
保

組
合
を
合
わ
せ
た
医
療
費
の

入
院
は
３
１
２
０
億
円
（
対
前

年
同
月
比
０
・
７
％
減
）、
入

院
外
２
９
２
２
億
円
（
４
・

４
％
減
）、
調
剤
１
５
３
１
億

円
（
３
・
０
％
減
）、
後
期
高

齢
者
分
は
入
院
８
２
６
９
億

円
（
６
・
４
％
増
）、
入
院
外

４
７
１
３
億
円
（
３
・
１
％

増
）、
調
剤
２
４
７
２
億
円

（
１
・
３
％
増
）
だ
っ
た
。

再
任
の
石
川
会
長

課
題
や
抱
負
語
る

都技社員総会

未
来
を
築
い
て
い
く
組
織
で
あ

り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

特
に
若
年
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
、
行
政
・
教
育
機
関
と
の

連
携
の
重
要
性
を
強
調
。
「
前

向
き
な
視
点
で
次
世
代
へ
伝
え

る
こ
と
は
大
き
な
使
命
」
と
述

べ
た
。

◆
◇
◆

　

協
議
事
項
で
は
、
会
員
数
減

少
へ
の
対
応
、
役
員
体
制
の
見

直
し
、
若
手
人
材
の
確
保
と
定

着
策
に
つ
い
て
、
多
く
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。
会
員
数
は
か

つ
て
の
２
千
人
規
模
か
ら
現
在

は
４
４
８
人
に
減
少
し
て
お

り
、
現
行
の
役
員
数
が
実
態
に

即
し
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
が

な
さ
れ
た
。

　

代
議
員
か
ら
は
、
「
若
手
役

員
の
登
用
が
進
ん
で
い
な
い
」

と
の
声
が
あ
が
っ
た
一
方
で
、

執
行
部
か
ら
は
「
若
い
候
補
者

の
確
保
そ
の
も
の
が
困
難
」
と

の
実
情
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、

「
従
来
型
の
取
り
組
み
だ
け
で

な
く
、
会
員
が
増
え
る
よ
う
な

魅
力
的
な
新
事
業
を
考
え
る
べ

き
」
と
の
要
望
も
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
た
の

が
、
保
団
連
が
24
日
に
公
表
し

た
技
工
士
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
、
近
年
社
会
的
に
問
題
視
さ

れ
て
い
る
歯
科
技
工
士
の
長
時

間
労
働
・
低
賃
金
・
高
齢
化
・

後
継
者
不
足
と
い
っ
た
構
造
的

課
題
だ
。

　

調
査
結
果
で
は
、
技
工
士
の

う
ち
週
70
時
間
以
上
勤
務
が
約

４
割
、
90
時
間
超
も
15
％
以
上

に
の
ぼ
る
な
ど
、
過
酷
な
労
働

環
境
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
「
こ

の
ま
ま
で
は
技
工
士
が
い
な
く

な
る
」
と
い
う
強
い
危
機
感
が

共
有
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
「
す
べ
て
の
事
業

所
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
状
況
で
は

な
く
、
大
手
や
中
小
の
一
部
で

は
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
導
入
で
就

労
環
境
が
改
善
し
つ
つ
あ
る
」

と
の
報
告
も
あ
り
、
会
で
は
デ

ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る
講
習
会

の
充
実
や
設
備
共
有
の
仕
組
み

の
検
討
を
進
め
て
い
く
方
針
も

示
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
歯
科
医
師
会
・
政

治
団
体
・
連
盟
等
と
連
携
し
、

診
療
報
酬
改
定
や
制
度
改
革
に

関
す
る
働
き
か
け
も
強
化
し
て

い
く
姿
勢
が
語
ら
れ
た
。

　

石
川
会
長
は
最
後
に
、
「
需

要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま

え
つ
つ
、
歯
科
技
工
士
会
が
何

の
た
め
に
存
在
す
る
か
を
改
め

て
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
。

会
と
し
て
も
、
今
後
は
他
団
体

を
巻
き
込
ん
で
、（
技
工
士
の
）

生
活
レ
ベ
ル
を
上
げ
ら
れ
る

形
に
持
っ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
今
後
の
方
向
性
に
理
解
と

協
力
を
呼
び
か
け
た
。

日技

「ははは川柳」を
８月末まで募集■「歯ぎしり」をする原因はご存

じですか? 歯ぎしりしやすい人

の特徴や対処法も歯科医が解説!

（MedicalDOC/7月2日）

■合格率が100％の大学も！ 2025

年最新版「医師・歯科医の合格率

が高い大学」ランキング（東洋経済

ONLINE/7月2日）

■電子処方箋2030年までに導入　

医療機関の導入低迷、目標見直し

（KYODO/7月1日）

訂
正

㊧
石
川
会
長

㊦
全
議
案
が
可
決
し
た



「
清
潔
感
が
患
者
の

信
頼
を
左
右
す
る
」

　

歯
科
医
院
に
訪
れ
る
患
者
さ
ん

は
、
技
術
だ
け
で
な
く
、
歯
科
医

師
の
見
た
目
や
雰
囲
気
に
大
き
な

影
響
を
受
け
ま
す
。
近
年
、
世
の

中
の
美
容
意
識
は
ま
す
ま
す
高
ま

り
、
患
者
さ
ん
は
無
意
識
に
、
歯

科
医
師
の
外
見
か
ら
「
こ
の
人
に

任
せ
て
も
大
丈
夫
か
」
と
判
断
し

て
い
ま
す
。

　

歯
科
医
院
で
は
、
歯
科
医
師
と

患
者
さ
ん
と
の
距
離
が
非
常
に
近

く
、
長
時
間
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
無
精
ひ
げ
、
脂
っ

ぽ
い
肌
は
「
だ
ら
し
な
い
」「
雑
な

治
療
を
さ
れ
そ
う
」
と
い
う
印
象

を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。
逆
に
、
清

潔
感
の
あ
る
歯
科
医
師
は
そ
れ
だ

け
で
「
き
ち
ん
と
し
て
い
る
」
と

思
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

　

今
の
時
代
、
男
性
も
美
容
を
意

識
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
り

つ
つ
あ
り
、
30
、
40
代
以
上
の
男

性
は
年
齢
に
よ
る
変
化
を
ケ
ア
す

る
こ
と
で
、
よ
り
若
々
し
く
、
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
印
象
を
保
て
ま

す
。
歯
科
医
師
自
身
が
「
美
し
く

健
康
で
あ
る
こ
と
」
は
信
頼
を
得

る
大
事
な
要
素
で
す
。　

「
美
容
ケ
ア
は
患
者

と
の
関
係
を
深
め
る
」

　

実
際
に
、
美
容
皮
膚
科
に
通
い

ケ
ア
を
行
っ
た
こ
と
で
、
患
者
さ

ん
と
の
関
係
が
良
好
に
な
っ
た
歯

科
医
師
も
い
ま
す
。

　

あ
る
40
代
の
先
生
は
、
元
々
肌

荒
れ
や
髭
の
濃
さ
が
気
に
な
っ
て

い
た
も
の
の
、
忙
し
さ
を
理
由
に

ケ
ア
を
後
回
し
に
し
て
い
ま
し

た
。
あ
る
日
、
患
者
さ
ん
か
ら
「
先

生
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ
、
美

容
皮
膚
科
で
治
療
を
始
め
る
こ
と

を
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ヒ
ゲ
脱
毛
を
行
い
、
ス
キ
ン

ケ
ア
治
療
で
肌
質
を
改
善
し
た

結
果
、
患
者
さ
ん
か
ら
「
な
ん
だ

か
若
返
り
ま
し
た
ね
」「
清
潔
感

が
あ
っ
て
素
敵
で
す
ね
」
と
の
声

が
。
美
容
意
識
の
高
い
患
者
さ
ん

か
ら
の
信
頼
が
増
し
、
新
規
の
患

者
紹
介
が
増
え
ま
し
た
。
男
性
の

患
者
さ
ん
に
自
身
の
経
験
を
話
す

こ
と
で
、
会
話
が
弾
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
し
、
ス
タ
ッ
フ
に
も
と

て
も
評
判
で
、
医
院
全
体
の
雰
囲

気
が
明
る
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
医
院
の
経
営

に
も
プ
ラ
ス
に
」

　

さ
ら
に
、
肌
の
ケ
ア
を
し
て
か

ら
「
先
生
の
医
院
で
ホ
ワ
イ
ト
ニ

ン
グ
や
審
美
歯
科
の
相
談
も
し
て

み
た
い
」「
歯
の
見
た
目
も
ケ
ア

し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
増
え
、

自
費
診
療
の
需
要
が
伸
び
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
医
院
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
写
真
や
動
画
の
印
象
が
良
く

な
り
、
新
規
患
者
の
問
い
合
わ
せ

が
増
加
。
「
先
生
の
写
真
を
見
て
、

通
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
の

声
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

「
歯
科
医
師
こ
そ

美
容
に
投
資
す
べ
き
」

　

清
潔
感
の
あ
る
見
た
目
は
、
患

者
さ
ん
の
安
心
感
や
信
頼
感
を
生

み
、
結
果
的
に
患
者
数
や
自
費
診

療
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
毎
日
の
ス
キ
ン
ケ
ア

や
髭
の
処
理
か
ら
意
識
し
、
必
要

で
あ
れ
ば
美
容
皮
膚
科
で
の
専
門

的
な
ケ
ア
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
も

の
に
日
焼
け
対
策
が
あ
り
ま
す
。

肌
の
老
化
の
80
％
は
日
焼
け
が
原

因
で
、
こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
特
に
気
を
付
け
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
日
傘
や
日

焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
が
有
効
で
す

が
、
そ
れ
ら
が
億
劫
な
ら
、
飲
む

日
焼
け
止
め
が
あ
り
ま
す
。
「
ヘ

リ
オ
ケ
ア
」
は
有
効
性
が
論
文
で

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の

あ
る
方
は
専
門
医
に
ご
相
談
を
。

　

歯
の
健
康
と
共
に
、
見
た
目
の

印
象
も
磨
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

櫻井直樹 氏

シャルムクリニック
院長　美容皮膚科医

歯
科
医
師
に
求
め
ら
れ
る
美
容
意
識

広告
連載 ①

美
容
意
識
の
高
い

Dr
が
選
ば
れ
る
時
代

美
容
皮
膚
科
医

櫻
井
直
樹
氏
に
聞
く

問い合わせ先　シャルムクリニック（千葉県）　TEL 047-710-7788

（7） 第2350号 2025年（令和７年）7月8日（火曜日）
　

日
本
老
年
歯
科
医
学
会
の
第

36
回
学
術
大
会
が
６
月
27
日
か

ら
３
日
間
、
幕
張
メ
ッ
セ
（
千

葉
市
）
で
開
か
れ
た
。
「
口
腔

機
能
の
維
持
・
向
上
で
老
年
学

に
貢
献
す
る
―
輝
く
１
０
０
年

を
口
と
と
も
に
生
き
る
」
を
大

会
テ
ー
マ
に
、
８
つ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
５
つ
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

セ
ミ
ナ
ー
（
教
育
講
演
）
な
ど

多
く
の
発
表
が
あ
っ
た
。
７
月

14
日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
は
オ

ン
デ
マ
ン
ド
配
信
も
行
わ
れ

る
。

　

大
会
は
、
「
日
本
老
年
学
会

総
会
」
を
構
成
す
る
７
つ
の
関

連
学
会
と
の
共
催
で
も
あ
り
、

認
知
症
や
フ
レ
イ
ル
な
ど
の
高

齢
者
の
社
会
的
問
題
に
つ
い

て
、
医
・
歯
・
薬
・
看
護
学
、

生
物
学
、
社
会
科
学
な
ど
が
包

括
的
に
連
動
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
認
識
す
る
場
に
も
な
っ

た
。

　

平
野
浩
彦
理
事
長
は
「
と
も

に
生
き
、
と
も
に
創
る
：
共
生

社
会
へ
の
老
年
歯
科
医
学
の

か
か
わ
り
」
と
題
し
て
、
社
会

に
求
め
ら
れ
て
い
る
「
共
生
」

や
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
」
の
考
え
、
社
会
実
装

　

高
齢
者
が
入
れ
歯
な
ど
補
綴
物
を

継
続
使
用
す
る
こ
と
で
死
亡
リ
ス
ク

が
下
が
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
東
京

科
学
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究

科
歯
科
公
衆
衛
生
学
分
野
の
松
山
祐

輔
准
教
授
と
相
田
潤
教
授
の
研
究
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
も
の
。
歯
科
補
綴
物

の
継
続
使
用
が
高
齢
者
の
寿
命
延
伸

に
寄
与
す
る
可
能
性
を
示
し
た
。

　

研
究
で
は
日
本
老
年
学
的
評
価

研
究
（
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
の
２
０
１
３
、

16
、
19
年
の
調
査
に
参
加
し
た
65
歳

以
上
の
高
齢
者
４
万
７
６
９
８
人
の

デ
ー
タ
を
対
象
に
、
歯
科
補
綴
物
の

使
用
状
況
、
歯
の
本
数
の
変
化
や
健

康
状
態
な
ど
を
最
大
９
年
間
追
跡

　

日
本
歯
科
医
学
会
連
合
の
定

時
総
会
と
理
事
会
が
６
月
30
日

に
開
か
れ
、
第
６
期
役
員
が
選

任
さ
れ
た
。
理
事
長
に
は
日
本

ス
ポ
ー
ツ
歯
科
医
学
会
の
安
井

利
一
氏
、
副
理
事
長
に
は
昭
和

医
科
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

の
宮
﨑
隆
氏
と
日
本
大
学
歯
学

部
の
松
村
英
雄
氏
、
専
務
理
事

に
は
日
本
歯
科
大
学
附
属
病
院

の
柳
井
智
恵
氏
が
就
任
し
た
。

理
事
の
任
期
は
令
和
９
年
６
月

の
定
時
総
会
ま
で
。
監
事
の
任

期
は
８
年
６
月
の
定
時
総
会
ま

で
。

　

そ
の
ほ
か
の
役
員
は
次
の
通

り
。(

敬
称
略)

▼
理
事　

一
戸
達
也
（
日
本
歯

科
麻
酔
学
会
）、
今
井
裕
（
日

本
有
病
者
歯
科
医
療
学
会
）、

北
村
知
昭
（
日
本
歯
科
保
存
学

会
）、
窪
木
拓
男
（
日
本
補
綴

歯
科
学
会
）、
末
瀨
一
彦
（
日

本
歯
科
医
師
会
）、
細
川
隆
司

（
日
本
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学

会
）

▼
監
事　

櫻
井
薫
（
日
本
歯
科

医
学
会
連
合
）、
永
松
榮
司
（
永

松
・
横
山
法
律
事
務
所
）

　

私
が
歯
科
医
師
と
し
て
の
一
歩
を

踏
み
出
し
て
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間

に
30
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
、
私
は
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
福
岡
県
直
方
市
で
の
開
業
を
決

意
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
勤
務

し
て
い
た
医
療
法
人
で
分
院
長
と
し

て
勤
め
る
な
か
で
地
域
の
方
々
の
温

か
さ
に
触
れ
、
こ
の
地
で
自
分
が
で

き
る
こ
と
で
恩
返
し
が
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

分
院
長
時
代
、
地
元
の
歯
科
医
師

会
か
ら
入
会
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
〝
勤

務
医
〟
と
い
う
立
場
も
あ
り
、
丁
重

に
お
断
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
１

年
後
、
開
業
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

「
以
前
、
入
会
の
お
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
は
ぜ
ひ
入
会
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
歯
科
医
師
会
に
電
話
を
か
け
ま

し
た
。

　

ほ
ど
な
く
し
て
、
当
時
の
専
務
理

事
の
先
生
か
ら
お
電
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
時
、
「
私
は
高
齢
者

や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
、
訪
問
歯
科
診
療
や
搬
送
外
来
を

中
心
に
行
う
つ
も
り
で
す
。
も
し
、

歯
科
医
師
会
の
輪
を
乱
す
よ
う
な
こ

と
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
入
会
は
辞
退

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　

今
思
え
ば
、
余
計
な
言
葉
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

時
に
返
っ
て
き
た
言
葉
は
思
い
が
け

な
い
も
の
で
し
た
。

　

「
先
生
は
信
念
を
持
っ
て
自
分
の

道
を
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
会
員
に
は

私
か
ら
し
っ
か
り
説
明
し
ま
す
。
何

か
あ
っ
て
も
責
任
を
取
り
ま
す
か
ら

安
心
し
て
入
会
し
て
く
だ
さ
い
」

　

そ
の
言
葉
に
ど
れ
ほ
ど
救
わ
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
私
は
、

歯
科
医
師
会
と
い
う
地
域
の
輪
に
第

一
歩
を
踏
み
入
れ
る
覚
悟
を
決
め
ま

し
た
。
私
を
信
じ
て
支
え
て
く
れ
る

人
が
い
る
心
強
さ
に
後
押
し
さ
れ
て

入
会
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　

あ
の
時
の
専
務
理
事
の
先
生
は
、

後
に
会
長
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
今
も

変
わ
ら
ず
広
い
心
で
見
守
り
、
私
た

ち
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

「
迷
っ
た
時
ほ
ど
、
自
分
の
言
葉

で
飾
ら
ず
語
る
こ
と
」。
そ
の
大
切

さ
を
教
え
て
く
れ
た
出
会
い
に
今
も

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

直方歯科医師会

川端貴美子

医療法人福泉会理事長　　　
　　　　　　（福岡県直方市）

４

地
域
の
輪
に
迎
え
ら
れ
て

のおがたチューリップフェア

c

に
つ
い
て
解
説
。
「
当
事
者
研

究
」
の
現
状
を
紹
介
し
つ
つ
、

当
事
者
の
声
や
意
見
を
し
っ
か

り
と
取
り
入
れ
る
重
要
性
を
訴

え
た
。

　

大
会
で
は
、
「
病
院
歯
科
の

医
療
保
険
制
度
を
知
る
」「
総

合
歯
科
専
門
医
（
仮
称
）
の
あ

り
方
を
と
も
に
考
え
よ
う
」

「
介
護
保
険
制
度
を
知
る
」「
認

知
症
の
緩
和
ケ
ア
と
歯
科
の
役

割
」「
歯
科
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

が
行
わ
れ
、
立
ち
見
が
出
る
会

場
も
あ
り
、
関
心
の
高
さ
を
う

か
が
わ
せ
た
。

　

水
道
水
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

が
、
子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
だ

け
で
な
く
、
社
会
経
済
的
格
差

の
是
正
に
も
つ
な
が
る
─
。
東

京
科
学
大
学
の
松
山
祐
輔
准

教
授
（
公
衆
衛
生
学
）、
相
田

潤
教
授
ら
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
の
５
～

14
歳
の
子
ど
も
１
万
７
５
１
７

人
の
全
国
調
査
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
施
策

の
有
効
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

分
析
で
は
、
水
道
水
フ
ロ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン
地
域
に
居
住
し
て

い
た
子
ど
も
は
、
非
実
施
地
域

と
比
べ
て
平
均
０
・
９
歯
面
の

む
し
歯
本
数
が
少
な
か
っ
た
。

こ
の
差
は
、
む
し
歯
の
リ
ス
ク

が
特
に
高
い
と
さ
れ
る
低
所
得

層
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も

な
ど
で
、
よ
り
顕
著
に
表
れ
た

と
い
う
。

　

研
究
チ
ー
ム
は
、「
予
防
効

果
の
大
き
さ
に
は
ば
ら
つ
き
が

見
ら
れ
た
も
の
の
、
集
団
全
体

と
し
て
効
果
が
認
め
ら
れ
、
と

り
わ
け
社
会
経
済
的
に
不
利
な

背
景
を
持
つ
子
ど
も
ほ
ど
、
よ

り
大
き
な
予
防
効
果
が
示
さ
れ

た
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

研
究
成
果
は
、
疫
学
分
野

の

国

際

誌
『International 

Journal of Epidemiology

』

（
７
月
２
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

し
、
分
析
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
補
綴
物
を
使
用
し
て

い
る
人
の
追
跡
期
間
中
の
生
存
率
は

全
体
で
81
・
３
％
、
使
用
し
て
い
な

い
人
は
77
・
６
％
だ
っ
た
。
20
歯
未

満
の
人
に
限
る
と
、
使
用
し
て
い
る

人
は
75
・
１
％
、
使
用
し
て
い
な
い

人
は
69
・
２
％
だ
っ
た
。
10
歯
未
満

だ
と
、使
用
し
て
い
る
人
は
71
・
０
％

で
、使
用
し
て
い
な
い
人
は
61
・
０
％

だ
っ
た
。

　

研
究
成
果
は
科
学
誌
『Journal 

of Prosthetic Dentistry

』(

６

月
６
日)

に
掲
載
さ
れ
た
。

老年歯科医学会学術大会

口腔機能の維持で
老年学に貢献

補
綴
物
の
継
続
使
用
で

高
齢
者
の
寿
命
が
延
伸

東京科学大

㊤
理
事
長
講
演
で
は
立
ち
見
が
出

て
い
た
㊨
開
会
式
で
あ
い
さ
つ
す

る
片
倉
朗
大
会
長

平
野
理
事
長

む
し
歯
格
差
を
改
善

水
道
水
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

日本歯科医学会連合

理事長に
安井利一氏
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「健口100年時代へ　歯科医院の選び方」と題
して講演。歯科医師・金子尚樹氏らが「歯科
医師の経歴、設備・規模感、口コミ・セカン
ドオピニオンなどをキーポイント」にした歯
科医院選びを提案した（MID-G）

「歯科治療の未来とCAD/CAMテクノロジー
の役割」を日本臨床歯科CADCAM学会会長の
北道敏行氏、「CAD/CAMで作るジルコニア
の白い歯ってすごい！」を愛知学院大学歯
学部歯科理工学講座の伴清治氏が講演。
　日本デジタル歯科学会理事長の末瀨一彦
氏は「口は健康の入り口、思いを発する出
口でもある。口腔の大切さを知って欲しい」
とあいさつした

「笑顔のために！歯科医による歯と口の健康
アドバイス」と題し、歯科医師の南清和氏が
自身や院内に取り入れた「選択理論心理学」
の考え方を紹介。ストレスが減り、良好な人
間関係を築けているとの体験談を交えながら
健口の大切さを話した（J-Support）

「生活の質を向上させる歯
科治療『補綴（ほてつ）歯
科』ってどんな治療？」を
講演。理事長の窪木拓男氏
らが補綴歯科の言葉の意
味、役割、同会マスコット
キャラクターの補綴くんと
プロソちゃんを紹介。「補
綴歯科」と背中に印字され
たお揃いの法被は会場内で
目立っていた（日本補綴歯
科学会）

「知らなきゃ損する！？進化する備蓄食―備蓄食も多
種多様化！備蓄食のイマが分かる」をテーマに講演。
災害時の命を守る行動、自助・共助・公助の違いと自
助の大切さ、備蓄食などに関する話を、来場者は熱心
に聞いていた（三和商事）

「おくちのチカラで世界を救え！」をテーマに、
子どもに「たべる」「しゃべる」「ねむる」「わらう」
などの口腔機能の大切さを、海の動物の被り物を
頭に装着した代表理事の井上敬介氏らが講演。は
みがきうさぎやロクローなどの着ぐるみと一緒
に、会場内の子どもや大人もダンスや体操を体験
した（日本小児口腔発達学会）

肉眼では見えない歯牙の細部を拡大してモ
ニターに投影。教授の手元の臨床指導を、
歯学生は大きなモニターで確認できるの
で、歯科大学で利用されていることも紹介
していた（ヨシダ）

ヘッドマウントディスプレイを頭に装着する
と、３Ｄの診療空間が目の前に映る。院内の
通路の幅や棚の高さを疑似体験できるのは便
利との声も（モリタ）

撮影後0.5秒で患者の顔貌を３Ｄ画像で構築。Ｃ
Ｔや口腔内スキャナーの口腔内データも取り込み
立体的に表示するので、患者への説明や患者の理
解度を高められるという。他社のブース説明員も
体験（RAY JAPAN）

「100年mouth 100年health 歯周病を
予防して100歳まで自分の歯で食べよ
う！」をテーマに、日本臨床歯周病学
会関西支部支部長の鈴木秀典氏、歯科
衛生士の太田めぐみ氏、髙橋規子氏ら
が講演した。（日本臨床歯周病学会）

とろみ付きのコーヒーの試飲や５年間保存でき
る味付きご飯の試食も振る舞われ、列になった
来場者は「こういうものがあるのか」と興味を
示していた。（三和製作所）
　会場内では、合唱団「郁の会」による歌声や
全日本応援協会によるチアダンスのほか、歯ブ
ラシ（デンタルプロ製）のサンプリングも行わ
れた

■ 主催：J-Support、共催：オール・デンタル・ジャパン、協力：17の組織
■ 会場：大阪ヘルスパビリオン　屋外イベント「リボーンステージ」

6月17～23日

電動歯ブラシで唾液の、ス
マートウォッチで全身の情
報を取得し、ＡＩが分析し
て結果を鏡に映し出す「ス
マートデバイスミラー」を
展示。よ坊さんも参加し、
「お口から健康へ―知って
おこう嚥下のしくみ」と題
した講演も行われた

2030年の「未来のヘルスケア」
■ 主催：大阪府歯科医師会
■ 会場：フューチャーライフヴィレッジ

6月25日

「国際おむつフォーラム」では、排泄ケアと口腔ケア、
おむつと義歯の共通点と課題（カッコ悪い、ネガティ
ブなもの、災害対策が必須など）を共有し、解決策を
提示。歯科からは歯科医師の長縄拓哉氏が歯科医療
MaaSの取り組みを紹介。会場内には約300人が集まっ
た。
　前日の24日は、世界最大規模のおむつのファッショ
ンショーが別会場で開かれ、長縄氏の絵画作品６点
（歯周病原菌やむし歯菌などをモンスター化した作品）
が展示されたという

課題の解決策を提示
■ 主催：日本福祉医療ファッション協会
■ 会場：フェスティバルステーション

6月22日

口のトレーニングが可能なゲームアプリ
「PaTaKaRUSH」を活用したイベントでは、モニ
ターに映し出されたゲームに合わせて、来場者
が「パ」「タ」「カ」「ラ」と発声。正確さや速さも
競い、会場は熱気に包まれた

ゲームでオーラルフレイル予防
■ 主催：アイキャット
■ 会場：TEAM EXPOパビリオン

常　設

美容と医療が統合した「ミライのヘルスケアサロン」が叶える、内面
と外面の美を展示物で表現。形・サイズがすべて異なるアクリルパネ
ル1580枚は、見る角度によって色が変わる。キラキラとした空間で
写真映えする

歯を含む７つの項目（心血
管、筋骨格、髪、肌、歯、目、脳）
を測定できる機器。測定結果
をもとに25年後（2050年）の
自分（アバター）が会場内設
置のモニターや専用アプリに
表示される。体験者に25年
後のアバターについて尋ねる
と「母に似ている」「予想に近
いかも」とのこと。記者は「予
想外な姿にショック」という
のが感想だ

量子飛躍する美の世界
■ 主催：タカラベルモント
■ 会場：大阪ヘルスケアパビリオン　ミライのヘルスケアゾーン

来館者の健康状態をスキャン
する「カラダ測定ポッド」

■ 会場：大阪ヘルスパビリオン
　　　   リボーン体験ルート

　１日を通して目に留まったのが来場者の姿。す

れ違う人の多くがミャクミャクグッズを身に付け

ていた。掌サイズに加え、30㎝くらいのぬいぐる

みをバッグから吊り下げている人、なかにはミャ

クミャクの目玉部分を布で立体的に手作りして帽

子に張り付けた人、赤と青の色違いのハイソック

スを履いた人などさまざまで、皆、笑顔だった。

　屋外は大屋根リングの真下以外は日陰が見当た

らなかったので、これから行く方は十分な暑さ対

策を。会場内には自販機のほかにマイボトルに

水を補充できる無料の「給水スポット」もあった。

記者は１日を通して約2.5ℓ（ペットボトル５本

分）を飲み干していた。

写真で見る
大阪・関西万博大阪・関西万博

in 夢洲

　開催中の「大阪・関西万博」におい

て、６月第３、４週に実施された歯科

関連の催しの一部を写真で紹介する。

6月28日は過去最多の来場者数

　４月13日に開幕した大阪・関西万博において、

歯科関連のイベントが多数行われたのが、６月第

３、４週。

　６月29日は、累計来場者数が１千万人を超え、

前日の28日は、１日当たりの来場者数が過去最

多の20万2,819人だった。

◇◆◇

　28日の早朝、大阪市内の駅から乗車して、夢

洲駅直通の電車に乗り換えると、万博の入場パス

ケースを首から下げた乗客があちらこちらにいる

のを目にした。夢洲駅では溢れんばかりの人が降

車し、入場口となる東口ゲートには折り重なるよ

うに長蛇の列が出来ていた。

　入場パス通過後、少し歩くと、正座で手をつ

くミャクミャクの巨大モニュメント像が「いらっ

しゃいませ」の看板と共にお出迎え。「ミャクミャ

クのこと、最初は気持ちわるーと思っていたのに、

こんなに可愛く見える日が来るなんて自分でも

びっくり～♥」と話しながら、スマホ片手にウキ

ウキ気分で連れと交互に写真撮影をする人も。撮

影を終えると、地図や案内看板を頼りに、目的地

方面に足早に向かう人が多かった。

◇◆◇

　パビリオンのなかは、冷房が効いていて、快適

に周れたが、外は早朝から日差しが強く、６月な

のに気温は33.5度。午後は炎天下で、汗がなか

なか止まらない。

　途中、テイクアウトして大屋根リング下のベン

チで昼食休憩。時折、風が吹いて涼しく休めた。

食事を早めに済ませ、階段で大屋根リングに上が

ると、さまざまなデザイン、形のパビリオンが円

状内にぎゅっと立ち並ぶ景色が見えた。リング真

向かいを歩く人の姿は米粒サイズほどと距離が

あったので、周り切るのは諦め、30分の１ほど

を歩いた。

歯科関連の催しも実施

6月28日
１日を通して最新の歯科情報を発信
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損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
と
Ｓ

Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
、
「
医
師
賠
償
責
任
保

険
」
の
団
体
保
険
制
度
を
採
用

し
て
い
る
医
師
会
・
歯
科
医
師

会
な
ど
の
団
体
向
け
に
、
新
た

な
付
帯
サ
ー
ビ
ス
「
医
療
事
故

デ
ー
タ
分
析
レ
ポ
ー
ト
」
の
提

供
を
６
月
24
日
に
開
始
し
た
。 

　

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
診
療

科
・
診
療
行
為
別
な
ど
医
療

事
故
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
て

レ
ポ
ー
ト
化
し
た
も
の
。
全

国
の
医
療
事
故
デ
ー
タ
を
分

析
し
た
「
汎
用
レ
ポ
ー
ト
」

や
、
団
体
別
・
全
国
の
分
析

デ
ー
タ
を
比
較
し
た
「
個
別
レ

ポ
ー
ト
（
過
去
の
保
険
金
請
求

件
数
が
一
定
数
以
上
の
団
体

契
約
が
対
象
）
」
を
提
供
す
る
。 

　

ま
た
、
医
師
賠
償
責
任
保

険
に
契
約
・
加
入
す
る
団
体
・

医
療
機
関
・
医
師
な
ど
が
利

用
で
き
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
専
門
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「MedicalSafety 
Club

（

Ｍ

Ｃ

）
」
の

名

称

を
「Patient 

Safety 
Club

」
に

変

更

し
、

６
月
25
日
に
刷
新
し
た
。

　

医
療
機
関
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
活
動
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
発
信
す
る
会
員

制
の
サ
イ
ト
で
、
今
回
新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
①

「
事
例
に
学
ぶ
」
、
②
「SOMPO 

DENTAL 
ACADEMY

」
を
追
加
。

　

東
京
技
研
の
取
締
役
会
長
・

渡
辺
正
幸
（
わ
た
な
べ
・
ま
さ

ゆ
き
）
氏
が
６
月
15
日
に
死
去

し
た
。
89
歳
。
葬
儀
は
近
親
者

の
み
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

渡
辺
氏
は
１
９
６
５
年
７
月

に
前
身
の
渡
辺
興
業
を
創
業
。

67
年
11
月
に
現
社
名
に
改
称

し
、
セ
ン
ト
ラ
ル
バ
キ
ュ
ー
ム

装
置
の
開
発
お
よ
び
製
造
販
売

を
開
始
し
た
。
２
０
０
５
年
７

月
に
取
締
役
会
長
に
就
任
。

　

２
０
０
１
年
10
月
に
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
、
04
年
11
月
に
藍

綬
褒
章
を
受
賞
。
２
０
０
１
年

～
04
年
に
日
本
歯
科
商
工
協
会

総
務
委
員
長
、
日
本
歯
科
器
械

工
業
協
同
組
合
副
理
事
長
を
務

め
た
。

　

お
別
れ
の
会
を
８
月
21
日
17

時
に
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
東
急

　

―
―
純
金
製
の
乳
歯
オ
ブ
ジ
ェ
作
り

に
至
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

八
汐　

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
普

及
に
よ
っ
て
手
作
業
に
よ
る
技
工
物
製

作
が
減
り
続
け
て
い
る
」
と
嘆
く
歯
科

技
工
士
の
父
の
力
に
な
り
た
か
っ
た
の

と
、
私
が
父
親
に
な
っ
た
際
、
健
康
に

つ
い
て
調
べ
る
過
程
で
「
歯
が
Ｑ
Ｏ
Ｌ

に
直
結
す
る
」
と
知
り
、
子
ど
も
達
に

歯
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
思
い
が
、
乳
歯
オ
ブ
ジ
ェ
製
作
の
ア

イ
デ
ア
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

他
社
で
は
や
っ
て
い
な
い
の
で
、
父

に
話
し
て
も
、「
本
当
に
需
要
は
あ
る

の
…
…
？
」
と
半
信
半
疑
の
ま
ま
で
し

た
が
、
一
緒
に
試
行
錯
誤
し
て
も
ら
い

形
に
し
て
、
百
貨
店
の
催
事
場
で
お
披

露
目
し
た
と
こ
ろ
、「
自
分
の
子
供
の

歯
だ
と
想
像
し
た
ら
、な
お
可
愛
い
♥
」

と
意
外
に
も
好
評
な
声
を
い
た
だ
き
、

手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

　

抜
け
た
乳
歯
は
、
か
つ
て
は
屋
根
の

上
や
縁
の
下
な
ど
に
投
げ
て
永
久
歯
の

健
康
を
願
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
へ
そ

の
緒
と
同
様
に
記
念
と
し
て
残
す
人
の

割
合
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

乳
歯
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
長
期
保

管
す
る
と
変
色
や
割
れ
な
ど
で
経
年
劣

化
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
純
金
は
半
永

久
的
に
作
っ
た
時
の
美
し
い
状
態
を
保

つ
こ
と
が
で
き
る
素
材
で
す
。
飾
っ
た

り
、
身
に
付
け
た
り
す
る
こ
と
は
、
子

ど
も
へ
の
愛
情
表
現
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

　

金
乳
歯
に
は
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
純
金

の
重
み
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
保

管
用
の
ケ
ー
ス
も
特
別
な
も
の
を
用
意

し
ま
し
た
。
耐
久
性
が
あ
り
な
が
ら
滑

ら
か
な
質
感
の
高
級
木
材
「
ウ
ォ
ー
ル

ナ
ッ
ト
」
を
使
用
し
、
宝
箱
の
よ
う
な

フ
ォ
ル
ム
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
名
前

も
刻
印
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
出
し

入
れ
す
る
と
、
宝
物
を
納
め
る
感
覚
を

味
わ
え
て
、
同
時
に
歯
の
大
切
さ
を
感

じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

―
―
補
綴
物
作
り
と
の
違
い
は
。

　

八
汐　

金
乳
歯
は
、
補
綴
物
作
り
で

重
き
を
置
く
噛
み
合
わ
せ
面
と
側
面
の

ほ
か
に
、根
元
も
忠
実
に
再
現
し
ま
す
。

純
金
は
金
合
金
と
比
べ
て
、
鋳
造
時
は

流
動
性
や
粘
度
が
あ
る
の
で
形
を
整
え

に
く
く
、
成
形
後
は
摩
耗
し
や
す
い
の

で
表
面
磨
き
も
含
め
よ
り
慎
重
さ
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
父
が
１
つ
１
つ
手
作
業

で
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
ち
な
み
に
オ

ブ
ジ
ェ
作
成
の
た
め
に
送
付
い
た
だ
い

た
乳
歯
は
、
劣
化
抑
制
の
た
め
、
洗
浄
・

消
毒
し
て
返
却
し
ま
す
。

　

―
―
他
社
も
金
乳
歯
を
作
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

八
汐　

製
造
工
程
に
お
い
て
の
工
夫

や
こ
だ
わ
り
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
正

直
な
と
こ
ろ
、
歯
科
技
工
技
術
の
あ
る

人
な
ら
模
倣
も
可
能
な
の
で
、
金
乳
歯

と
い
う
名
称
か
ら
製
造
工
程
な
ど
さ
ま

ざ
ま
に
特
許
を
申
請
中
で
す
。
素
材
が

純
金
の
た
め
、
実
際
に
購
入
に
結
び
付

く
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
ご
要
望
が
あ
り
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
し

て
の
提
供
に
も
至
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
の
追
加
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

乳
歯
が
抜
け
る
時
期
だ
け
で
な
く
、

数
十
年
保
管
さ
れ
た
自
分
の
乳
歯
を
両

親
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
使
い
た
い
と
い

う
ご
意
見
も
あ
る
の
で
、
よ
り
多
く
の

歯
科
医
院
で
取
り
扱
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
仕
組
み
も
検
討
中
で
す
。

　

―
―
経
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

篠
﨑　

化
学
系
の
大
学
を
卒
業
し

た
後
に
、
研
究
職
と
し
て
当
社
に
入

社
し
ま
し
た
。
品
質
保
証
部
、
研
究

所
、
デ
ン
タ
ル
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
＝
Ｄ
Ⅰ
Ｃ
）
な
ど
で

実
務
業
務
に
携
わ
り
、
Ｄ
Ⅰ
Ｃ
所
長
、

研
究
所
長
、
取
締
役
、
副
社
長
を
経

て
、
今
年
４
月
１
日
に
現
職
に
就
き

ま
し
た
。
創
業
家
以
外
が
就
く
の
は

私
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

―
―
社
長
と
し
て
最
初
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
は
。

　

篠
﨑　

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
進
め

て
約
50
年
が
経
ち
、
売
上
の
半
分

は
海
外
市
場
で
す
。
ス
イ
ス
のGC 

Holding 
AG

で
は
、
迅
速
な
意
思

決
定
と
実
行
が
行
え
る
よ
う
、
承
認

と
執
行
を
分
離
す
る
「
２
―
Ｔ
ｉ
ｒ

ｅ
体
制
」
を
２
０
２
２
年
に
導
入
し

て
い
ま
し
た
。
併
せ
て
、
部
署
の
枠

を
超
え
て
情
報
交
換
で
き
る
よ
う
８

つ
の
機
能
（
財
務
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
営
業
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
、
品
質
管
理
、
ア
ド
ミ
ニ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）
に
お
い
て
機
能

長
を
選
任
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

今
年
４
月
の
新
体
制
に
合
わ
せ
て
２

―
Ｔ
ｉ
ｒ
ｅ
体
制
を
導
入
し
、
同
様

に
機
能
長
を
選
任
し
ま
し
た
。
権
限

の
委
譲
に
よ
り
、
国
内
に
お
い
て
も

迅
速
な
意
思
決
定
が
可
能
と
な
り
、

新
製
品
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
な

ど
に
つ
な
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

―
―
ほ
か
に
は
。

　

篠
﨑　

メ
ー
カ
ー
と
し
て
継
続
し

て
新
製
品
の
開
発
に
注
力
す
る
だ
け

で
な
く
、
全
身
の
健
康
の
入
り
口
と

し
て
の
口
腔
の
健
康
の
向
上
を
考

え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
行
う
部
署

を
新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
診
断
・

説
明
・
治
療
・
請
求
と
い
っ
た
個
々

の
場
面
に
留
ま
ら
ず
、
医
院
全
体
を

俯
瞰
し
て
効
率
化
や
最
適
化
す
る
こ

と
は
重
要
と
の
考
え
か
ら
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
自
社
努
力
は
も
ち

ろ
ん
、
幅
広
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協

力
関
係
の
構
築
も
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。
当
社
な
ら
で
は
の
ご
提
案
が
で

き
る
よ
う
多
角
的
な
視
点
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

権限の移譲で意思決定迅速に

氏篠﨑 裕株式会社ジーシー

（しのざき　ゆたか）
　1968年生まれ。93年ジー
シーに研究職として入社。品
質保証部、研究所、デンタル
インフォメーションセンター
などを経て、取締役、副社長
を務め今年４月１日に現職
に。
　趣味：スポーツ全般、見る
のもするのも好き。以前は野
球やスキーをしていたが最近
はゴルフ。先日、20人弱が
参加する社内のゴルフ部のコ
ンペに参戦。…結果は聞かな
いで（笑）。

医
療
事
故
分
析
レ
ポ
ー
ト

医
療
団
体
向
け
に
サ
ー
ビ
ス
開
始
損保

ジャパンら

①
で
は
、
追
加
過
去
の
事
例
か

ら
医
療
事
故
を
防
ぐ
視
点
で
の

教
訓
（
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
）
や
、

診
療
科
ご
と
の
代
表
的
な
事
例

を
紹
介
し
、
②
で
は
、
過
去
の

事
例
・
事
故
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

歯
科
医
師
・
歯
科
医
院
向
け
に

医
療
安
全
に
関
す
る
動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
お
り
、

動
画
はDoctorbook

が
制
作

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
医
療
安

全
情
報
に
関
す
る
冊
子
「Risk 

Management 
Times

（

Ｒ

Ｍ 

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
ｓ
）
」
は
、
デ
ジ
タ

ル
ブ
ッ
ク
に
変
更
し
、
会
員
は

最
新
号
や
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

閲
覧
で
き
る
。

　

サ
ン
ス
タ
ー
財
団
と
世
界
歯
科
衛
生
士
連

盟
は
、
第
７
回
世
界
歯
科
衛
生
士
賞
の
募
集

を
開
始
し
て
い
る
。
締
め
切
り
は
来
年
１
月

16
日
ま
で
。

　

同
賞
は
、
歯
科
衛
生
学
や
患
者
、
地
域
・

一
般
社
会
に
優
れ
た
貢
献
を
し
た
歯
科
衛
生

士
を
称
え
る
目
的
で
２
０
０
４
年
に
創
設

し
、
今
年
で
７
回
目
。
「
公
衆
衛
生
」「
臨
床
」

「
ア
カ
デ
ミ
ア
」「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
」「
新

人
歯
科
衛
生
士
」「
リ
サ
ー
チ
」
の
６
部
門
か

ら
成
り
、「
公
衆
衛
生
」
は
計
画
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
歯
科
保
健
を
増
進
し

て
い
る
人
、
「
臨
床
」
は
フ
ル
タ
イ
ム
で
週

32
時
間
以
上
一
般
歯
科
な
ど
の
臨
床
業
務
に

携
わ
る
人
、
「
ア
カ
デ
ミ
ア
」
は
フ
ル
タ
イ

ム
で
歯
科
衛
生
士
教
育
に
携
わ
る
人
、「
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
」
は
、
歯
科
専
門
家
ま
た

は
歯
科
の
患
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
事
業
を

行
う
個
人
事
業
主
、「
新
人
歯
科
衛
生
士
」

は
２
０
２
０
年
以
降
卒
業
の
歯
科
衛
生
士

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
患
者
に
変
化
を
も
た

ら
す
人
、
ま
た
は
従
来
と
は
異
な
る
事
業
で

起
業
し
た
人
、「
リ
サ
ー
チ
」
は
３
年
以
内

に
出
版
さ
れ
た
査
読
論
文
の
筆
頭
著
者
を
対

象
と
し
、
世
界
中
の
歯
科
衛
生
士
の
中
か
ら

各
部
門
の
受
賞
者
１
人
を
選
出
す
る
。

　

応
募
は
１
人
１
部
門
の
み
。
歯
科
衛
生

士
の
資
格
を
保
有
し
て
い
れ
ば
、
自
薦
・

他
薦
問
わ
ず
応
募
で
き
る
。
書
面
お
よ
び

動
画
で
選
考
を
行
い
、
受
賞
者
に
は
賞
金

１
５
０
０
㌦
と
、
来
年
７
月
に
イ
タ
リ
ア
の

ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
る
「International 

Symposium 
on 

Dental 
Hygiene

」
の
参

加
費
と
旅
費
を
支
給
す
る
。

　

応
募
は
同
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

世
界
歯
科
衛
生
士
賞
を
募
集

ホ
テ
ル
（
東
京
都
渋
谷
区
）
で

執
り
行
う
。

　

抜
け
た
乳
歯
か
ら
型
を
取
り
、
同
じ
形
・
大
き
さ
に
し
た
ジ
ュ

エ
リ
ー
が
登
場
―
。
純
金
製
の
乳
歯
オ
ブ
ジ
ェ
「
金
乳
歯
」
を
ピ

ア
ス
や
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
に
し
た
も
の
で
、YASHIO　

GOLD

が
販
売
し
て
い
る
。
同
社
社
長
の
八
汐
憲
恭
氏
が
発
案
し
、

同
氏
の
父
で
歯
科
技
工
士
の
八
汐
満
典
氏
が
手
作
業
で
仕
上
げ
て

い
る
と
い
う
。
開
発
に
至
っ
た
背
景
、
思
い
、
考
え
、
今
後
の
展

開
を
社
長
の
八
汐
氏
に
聞
い
た
。

　

金
乳
歯
を
木
製
ケ
ー
ス
に
納
め
た
時

の
様
子
。
前
歯
は
24
万
2
千
円
。
奥
歯

は
33
万
円
（
金
乳
歯
１
本
、
木
製
ケ
ー

ス
付
き
）

ピ
ア
ス
（
上
）、
ネ
ッ
ク
レ
ス
（
下
）。

　

ピ
ア
ス
片
耳
（
前
歯
）
が
15
万
4
千
円
～
。

　

ネ
ッ
ク
レ
ス
は
イ
エ
ロ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ホ

ワ
イ
ト
ゴ
ー
ル
ド
、
ピ
ン
ク
ゴ
ー
ル
ド
の
３

色
展
開
を
予
定
。
価
格
（
前
歯
：
Ａ
～
Ｃ
）

は
19
万
８
千
円
。

提供 石福金属興業

６月30日（月）

７月１日（火）

７月２日（水）

７月３日（木）

７月４日（金）

15,262

15,435

15,494

15,508

15,575

5,445

5,290

5,265

5,430

5,430 歯
科
技
工
士
が
手
作
業
で
仕
上
げ
る

サ
ン
ス
タ
ー

財
団
ら

乳
歯
の
型
を
取
り
、同
じ
形
・
大
き
さ
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
に

社長の八汐氏

渡
辺 

正
幸 

氏

東
京
技
研
取
締
役
会
長
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